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教員による報告・記録
この章では、本学の博物館学芸員課程のねらいや教育活動、
また博物館学芸員課程担当教員の研究活動などを報告します。
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博物館資料論  コレクションとキュレーション
　　　　　　　 博物館学芸員課程担当 /　　　　　　　
基礎教育センター /アート・クラフト学科
教授　山﨑　均
はじめに
　美術館のコレクションを守り、時代をこえてそのコレク
ションの価値と存在を次世代に確実に伝えていく最も重要
な場所は、とりもなおさず、収蔵庫になるであろう。美術
館のバックヤード機能の中核として、収蔵庫という場所は
様々な機能を持っているが、とりわけ博物館資料論の立場
からは、美術館活動の最も要となる場所としてだけでなく、
博物館資料を収集、保管展示、調査研究、教育普及といっ
た美術館の基礎的な活動全般を支えるとても大切な場所と
して認識されている。
　ここでは、美術館のコレクションとキュレーションの関
係に焦点を当てて論じ、博物館資料として美術館が所蔵し
ている多彩な作品コレクションをいかに活用していくかを
見据えながら、基本的に学芸員が意識すべき美術館コレク
ションについての考え方、コレクションをベースにした展
覧会の企画や各種の教育普及事業、コレクションを基礎に
展開されていくアーカイブの調査や創発的なプロジェクト
の可能性を考察することとする。
資料とは何か
　博物館資料論においては、何よりもまず博物館資料の定
義を理解し、博物館資料に関する理論と資料の保存・展示
運用の方策、取り扱い方法についての基礎知識を身につけ
て、博物館の調査研究を活かして資料の収集・整理・保管
を適切な環境のもとに行い、さらに資料の公開・活用の場
面においては学芸員として必要な博物館資料の適切なハン
ドリング技術に関する基礎的能力を養うことをねらいとし
ている。
　博物館資料論では、博物館の調査研究活動の意義と内容
をまず、博物館資料、資料の保管・保存、博物館そのもの
を研究することのなかで明らかにしていく。さらに博物館
が日常的に取り組む調査研究の果実と成果を社会に適切に
かつタイムリーに還元することの重要性を学ぶ。そのプロ
セスのなかで、当然、時代ごとに博物館が扱うべきとされ
る資料の対象も拡がりをみせる。新たな文化の発生、現代
美術やメディアアートのように多種多彩な素材や科学技術、
いままでにない芸術観をもとにした作品が登場したときに、
美術館はそれを新しい文化の胎動として捉えることを行っ
ている。時代を先取する動向に対しては批評的な距離を置
いて適切にかつ迅速にその資料の価値を認識し、その時代
を象徴する芸術性があると認められる内容のある作品を調
査研究し、博物館資料の概念を更新し、あるときには人々
の生活を豊かに意義あるものにする力のある文化財として
コレクションする努力を惜しみなく行うのである。現代美
術を博物館資料として扱う美術館は、社会の矛盾、新しい
動きと課題、変化とともに出現するアートの歴史とその展
開をコレクションによって、包括的にかつ多面的に理解で
きるように心がけている館が多い。鑑賞者がコレクション
を自由に鑑賞して、コレクションと対話しながら様々なヒ
ントを引き出しやすいしかけをつくるのも美術館の主要な
仕事、責務といってよいであろう。様々な多面的な魅力を
もったコレクションを収集し、その館ならではの工夫を凝
らした企画とキュレーションによって来館者の心に響くよ
うな展覧会を行うことが必要となっている。そのためには
まず、基本として資料の意義を深いところで理解し、資料
の種類ごとに「資料化」の過程を実践的に確実な基準で行
うことが前提条件となる。博物館資料とは、学芸員によっ
て適切な収集理念と方法の理解のもとに扱われて、その
場面ごとに計画的に記録化されなければならない。しか
し、現実的には、デジタル情報の記録媒体の選択の場面に
おいてさえ不安が残る。たとえ記録作成がうまく成功して
も、どこまでその記録媒体の仕様フォーマットが使用可能
であるかには様々な疑念がある。こうした現状では、遠い
将来においてその当該記録媒体の記録入方式そのものが衰
退し、その結果、物理的に記録が再生不可能あるいは高品
質での記録再生や記録表示が困難になるリスクを考慮せざ
るを得ない。このような状況を一度に打開する方策はない
が、放置もできない。資料収集の倫理と各種の法規をふま
えて、資料受入の手続きとして、資料の登録、資料の分類・
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整理、資料の基本台帳や資料目録の作成をすすめ、資料の
公開理念と方法を研ぎ澄ませて、広く社会に向けて資料の
特別観覧やアクセス権に対応する過程で、それぞれの場面
でどのようなグレードの記録材料と記録媒体を使うべきか
について、詳細に検討して対応しなくてはならない、とい
える。慎重に設計されている収蔵庫と同じ次元で、どのよ
うにコレクションを記録し、その記録そのものをいかに保
管・保存・活用するかについても、美術館は慎重な対処と
管理を継続的にする必要があるといえる。
コレクションとキュレーション
　博物館資料は、学芸員による研究調査の成果の記録、映
像的な記録、そのつど解明されていく来歴データの更新と
新発見の事実などとともに次世代に伝えられていく。その
ための拠点となるのが収蔵庫であることは最初に述べた。
　その収蔵庫に恒久的に時代をこえて保管・保存されるコ
レクションの形成、いいかえれば博物館資料の収集は、学
芸員一人の仕事では決してない。基本的にはその地域に立
地する博物館の使命、そして資料収集の方針よって組織的、
計画的、系統的にかつ効率的に行われるものであることは
論をまたない。従って学芸員はその博物館が対象とする地
域や領域の実情に即して、定期的にその館の使命と収集方
針によって遂行されたコレクションの内容と質の確保につ
いて自己評価し、第三者評価、外部評価や各種の要望やア
ンケートの知見とともに適切な点検を行うことが重要であ
る。場合によってはその収集の方針があまりにも不鮮明な
場合、一般的で特徴のない、つまり地域の魅力資源や文化
資源としては低い水準のコレクションしか形成されていな
い場合にはその原因を解明しなくてはならないだろう。博
物館資料の収集方策、収集方法については、①購入、②寄贈、
③寄託、④資料の採集発掘、⑤資料の交換、⑥資料の借用、
⑦資料の製作・模造、模型、模写、複製、拓本、実測、撮
影など、多種多様なアプローチをとることが可能であるの
で、収集方法の偏りを疑ってみる必要がある。収蔵庫の大
きさは、収蔵庫を容易に増築拡張できない時代では、果た
してコレクションする意義ある内容をもった資料候補かを
見きわめることが大切であろう。美術館においては、筆者
の前職である兵庫県立美術館及びその前身である兵庫県立
近代美術館の学芸員の経験から、コレクションをするとい
うこと、すなわち博物館資料を収集することは、最も学芸
員の知識経験、力量が如実に問われる場面であった。美術
館がひとつの組織として対応するために必要な、学芸員が
司るべき専門的事項の最も核心的な部分であったのである。
　そしてその結果、新規に収集されたコレクションが、い
かに既存のコレクションの欠点を補完するか、そしてそれ
だけでなく、新しい見方や魅力をその美術館に付与するか
をそれぞれの学芸員の専門の立場から討議し、それが魅力
あるコレクション展や企画展覧会を創発的に生み出すこと
につながっていったのである。コレクションすることと展
覧会やプロジェクトをキュレーションすることは、有機的
な関係で結ばれているのである。キュレーションとは展覧
会を企画し実行することと解されているが、むしろ、筆者
の学芸員経験としては、コレクションがキュレーションの
アイディアをひき出す契機となることが多い。それはコレ
クションどうしを比較し、ひとつひとつの作品の魅力を出
発点にして、その多面的な魅力の一断面を、まったく他の
作品と比較させてみることからも生まれる。そして比較さ
れる作品どうしがお互いの隠された魅力を解明し、明るみ
に出し、そして展覧会のなかでお互いの個性を引き立たせ
ることになる。
　美術館の学芸員はこうしたさまざまなテーマやコンセプ
トを設定して、収蔵庫のなかに眠っているコレクションの
潜在的な魅力に気づかせるような展覧会企画を行うことが
多いと思われる。それはコレクションの魅力は多面的であ
りえるということを、美術館を訪問する一般の来場者に向
けてアピールすることにもなる。逆にコレクションの鑑賞
体験を深めるために、作品のかけがえのない優れた個性に
気づく糸口にもなる貴重な場をデザインするということで
ある。
　コレクションはその作品ひとつをじっくり観察しても良
いけれども、はっきりと異なる特徴と雰囲気を持っている
作品どうしを比べて楽しみ、自己の想い出や経験と重ね合
わせてみる自由なアイディアが湧くひとときを実感し、遊
びの感覚に浸って、自分の時間を取り戻すきっかけになる
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ことも多々ある。こうしてコレクションとともに過ごす鑑
賞の時間の質を高めるプラットフォームをトータルにデザ
インする学芸員の必要性が高まっている。地域回想法や回
想法による美術館のコレクションの活用の機会も増えつつ
あり、コレクションの活用の多様化、鑑賞の高度化が図ら
れているのが現状であろう。
コレクションのきかっけはキュレーション
　たとえば美術館には確固としたコレクションの収集方針
があり、誰もが興味と共感を覚える理解しやすい言葉で平
易に書かれ、いつでもその文言と内容にアクセスしやいと
ころ、つまり美術館のホームページのトップページの一番
みやすいところなどに、美術館の使命とともに表明されて
いる。コレクションの資料収集は、その収集方針そのもの
を適切に理解してもらえる人々、美術館の収集活動に共感
と理解を示していただけるサポーターやセクターへの社会
的なプレゼンテーションの場である。
　とくに公的な美術館のあらゆる活動の基礎はこうしてあ
らかじめ公表された収集方針によって集められてきたコ
レクションによって支えられている。そのコレクションの
形成をすすめ、実際に作品収集に携わる学芸員の責任はと
ても大きく、美術館活動そのものの質を大きく左右するも
のとなっている。一方において、美術館を応援し、自己の
仕事とともに人生をシェアするに足る場所として美術館の
収集活動を古くから支援する人々も現れている。そもそも、
美術館の開設や創立そのものがそうした美術館の収集活動
と同じレベルでなされた、志の高い質の高い個人コレク
ションがきっかけとなっていることもあまた多い。
　当然ながら、その中間にあって、生前から、自分の没後
は公的な美術館コレクションとして次世代に向けて社会に
対して作品を収集・公開・貸出をすること人生の意義を見
出したコレクターも数多くいる。
　美術館の学芸員は、社会性に富み、志のあるコレクター
や文化機関の動向や関心を慎重見極めたうえで、特別展
覧会に作品借用の出品交渉をすることを積極的に行ってい
る。たとえば、具体美術協会や戦後の日本美術の系統的な
収集で知られた、実業家山村徳太郎氏によるコレクション
の内容は、美術館の収集を凌ぐ質を持っていて、兵庫県立
近代美術館に一括収蔵された経緯がある。生前、一度、国
立国際美術館において研究会的な性格の展覧会をキュレー
ションした後、山村コレクションというかたちで具体美術
の一級のコレクションとして国際的に知られることになっ
た。コレクションの契機として展覧会での作品展示の機会
づくり、すなわち企画というキュレーションという行為と
コレクション収集という営みは直結しているのである。
美術館の事例
　美術館の学芸員の仕事として、地道な調査と研究をすす
めていくと、その館の収集方針に適合するコレクション候
補作品に出会うことが多い。また美術館ゆかりの地域の美
術の状況をタイムリーにかつ包括的に紹介するような現代
美術展では、アーティストに新作の制作を依頼して、学芸
員がキュレーションした展覧会のなかでとても重要な位置
を占める作品として展示を行うことがある。そして、その
展覧会が意義深いものとなって成功した暁には、展覧会の
キュレーションの成果として、展覧会そのものは消えてな
くなってしまうが、展覧会を鑑賞した人々の記憶のなかに
長く留まり、新たな作品創造の刺激となる。さらにドキュ
メントや展覧会図録（カタログ）が制作されて一定のアー
カイブ資料が美術館のコレクションとなっていく。次の世
代の人々はそうした展覧会図録やドキュメント等の記録資
料、アーカイブの束を通じてしか、展覧会やそのアーティ
ストの仕事、作品にアクセスすることしかできないし、出
品作品は大抵、アーティストに返却された後はさまざまな
場所に保管されることになる。なかではコレクターに渡り、
来歴がつかめない所在不明になってしまうことも多々ある。
　このような不安定な作品の状況を予測し、その展覧会の
出品作品がとても重要なものとして認めることができるな
らば、学芸員の専門的知識とキュレーションの成果物とし
て、美術館の収集方針との関係を慎重に検討し、その価値
を判断し、さらに既存のコレクションとの関係、常設展示
のなかで活用することが期待できることを様々な観点から
精査して、将来的に数年先の収集を念頭にアーティストや
関係者と収集の交渉を行うことを検討し、また場合によっ
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ては緊急にその当該作品のコレクション収集について、数
年間の寄託期間を設定して、そのコレクションの実現の可
能性を吟味することもある。その際には、近隣の美術館で
類似のコレクションを行っていないか、またその作品が美
術史のなかでどのような意義を持つのか、アーティストの
作品の表現のなかで優れた展開力を示し、ピークとなる内
容と質を持ち合わせたものか、次世代への保管・保存に耐
える材質と技法によっているのか、他のコレクションとの
バランスなどを総合的に検討することになる。
　いずれにせよ、学芸員の最も大切な仕事は、そのままで
は散逸してどこかに行方不明、あるいは二度とその作品
を鑑賞する機会を失いかねないような貴重な価値のある作
品を、収集方針に照らし、美術館の使命として、収集する
ことにあり、社会からその役割を要請され、期待されてい
る、ということができる。最終的にはその学芸員の判断が
適正で公正でありかつ妥当なものかについて、いろいろな
角度からの質問と質疑に応える説明責任を果たすこととな
る。外部の専門家によって構成される収集委員会が最終的
な説明の場となっている。実務的には、予算的にも学芸員
の意見集約や討議の場で内部検討の場でまず、作品収集の
根拠を明らかにしなくてはならない。たとえば次のような
事項に関わる質疑応答と討議が必ずなされている。
　なぜ、この作品を収集するのか？　作品の材質は脆弱で
保存には向かないのではないか？　超長期保存の方法が確
立されていない素材や材質が使われているが、その対処は
どうするのか？同じ作家でも他にもっとふさわしい作品が
あるのではないか？　その作品の美術史的な位置づけ、重
要性は理解できるが、なぜ、今、収集しなくてはならない
のか？　その作家は若いので、もっと緊急に収集すべき作
家を優先すべきなのではないか？　その来歴は正確か？権
利の係争があるのではないか？　この美術館ではなく、他
のあの美術館にふさわしい収集対象ではないか？寄託期間
のなかで活用して、その後、返却したらどうだろうか？　
収集方針と一部整合しているだけで疑問である。館のプロ
グラムでどのようにしてその作品を活かし、活用していく
のかわからない。意義は認めるが収集予算の範囲を大幅に
超過しているので、作家と再交渉して再検討したらどうだ
ろうか？
　以上の疑問には説得力があり、全て、現世代の鑑賞環境
のなかでのみあてはまるものでなく、次世代の人々の鑑賞
の権利や可能性、その作品享受の機会を見通したものばか
りであり、ひとつひとつていねいに説明しきる義務がある。
そして、こうした質問者は、収集候補の作品を紹介展示す
る展覧会キュレーションの成果を十分に認識したうえで、
キュレーションの企図をポジティブにふまえたうえでなさ
れる点に注意が必要である。そしてこれらの真剣な討議の
内容もアーカイブとして蓄積される。
キュレーションとコレクションの未来
博物館資料論では、資料収集に至る経緯とプロセスを、学
芸員の調査研究のなかにひそむアイディアや知見の大切さ
をもとにして、調査研究、収集保管、展示、教育普及とい
う博物館学芸員の基本的な仕事のサイクルのなかに埋め込
まれている資料化の理念と実務の理解をめざしている。散
逸可能性のあるものが、学芸員の溌剌としたキュレーショ
ンや発見・紹介によって、資料化のプロセスを経て、博物
館資料としてコレクションとなる。そして晴れて資料登録
がなされると、それは次世代に受け継がれる。今の知見で
はおよそ想像もつかない観点とミュージアムテクノロジー
によって新しい魅力がひもとかれることとなり、新しい文
化が萌えて、社会が活性化して、アーティストに使い倒さ
れて新鮮な刺激を与えるであろう。そしてまた次の世代に
も同様に、収集すること、キュレーションすること、コレ
クションすることの意義がその地域の人々に文化として
脈々として伝承されて、美術館、そして収蔵庫という場所、
そして学芸員の使命も、未来の文化のなかでは、相応の変
容とアップデートを遂げると思われる。
博物館資料論 コレクションとキュレーション
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情報・メディアの物質性について
　～ものがそこにある事の喜び～
　まんが表現学科 教授　橋本　英治
カテゴリの混乱
　「博物館法」第3条には以下の記述がある。
　　「一 　実物、標本、模写、模型、文献、図表、写真、
フイルム、レコード等の博物館資料を豊富に収集し、保管
し、及び展示すること。」
　ここで、「フイルム」、「レコード」という言葉が文中
に並べられているのを見る時、他の用語、特に「実物」、
「標本」などとは、その指し示す意味の範疇がいささか異
なっていることに違和感を持つ人もいるだろう。写真は
フィルムというメディアに記録されて紙焼きとして存在す
る。その写真とかぶる形であえてフィルムが重複して提示
されている。レコードは余りにも具体的な物を指示してい
る。record（レコード）とは字義通りの意味は記録である
が、誰ひとり、レコードをそういう意味には取らない。レ
コードは丸い黒い円盤以外想像できない。ミシェル・フー
コーが論じたシナの分類注１）ほどではないにしても、多少
の混乱を生じさせる。この法律が施行されたのは昭和26年
である。その当時大衆に普及したメディアとして「フイル
ム」と「レコード」が、情報を伝える特別の媒体、いわば
花形であったことは紛れもない事実であろう。そこには、
事実・事象の記録という側面もあったはずである。しかし、
素朴に考えるならば「フイルム」は大衆娯楽の映画を示し、
「レコード」は歌謡曲（楽曲）を含意している。
　平成最後の年である2018年から考えて見ると、かつて栄
華を誇ったフィルムはそのほとんどがデジタル映像に置き
換わり、さらに、レコードに至っては、その存在すら心も
とないものとなっている。つまり、「博物館法」第３条の
博物館資料の内、最後の二つの用語は消えゆく道を辿って
いる。それは何によって引き起こされたのか。
デジタル化すると人は言う
　今日、あらゆる情報はデジタル化され、裸眼では見えな
い（聞こえない）形で電磁媒体（ハードディスクや磁気
テープ）に保存されている。これは情報の収集、保存を飛
躍的に利便化し、保管場所等の集積を可能にしている。
　かつて、直径30cmの塩化ビニルの円盤（LPレコード）に
は20分の音情報を記録できた。これは、歌謡曲の7曲分に
あたり、裏表合わせると14曲となる。この曲数の多さに
1960年代の人々は狂喜した。正に、Long Play（LP）が可能
になった訳だ。しかし、現在、16Gbyteのスマートフォン
には、概算で2000曲あまりの楽曲が記録できる。2千倍近
くの記録量である。これをもっとも古典的なメディアであ
る紙の楽譜に置き換えると想像を絶する物量になってしま
う。
　デジタル化によって、情報の集積度は飛躍的に高まった
し、操作もボタン一つで再生が可能になっている。かつ
て、回転するレコードに針を静かに乗せて音楽を聴くこと、
その手間と比較すればはるかに簡単で手軽になった。持ち
運びも可能になった。しかし、それゆえ、情報の物質的特
性（フィルムに写っている画像やレコードの溝に比べて）
は限りなく希薄なものになっている。もはや、記録された
デジタル情報はデバイスを通して間接的にしか見たり聞い
たりすることはできない。デジタル情報は我々の知らない
ところに存在し、見えない（聞こえない）ものとなってい
る。2010年代には文字通り天（空、雲）に保存されること
となっている。インターネット経由のクラウドへの保存が
それである注２） 。情報はクラウド（天・雲）に保存される
と、いつでもどこでもつながることができる。天空の雲の
上、ヤコブの梯子のごとく下界の我々と天の神が結ばれて
いるのである。情報は神の使いの天使のようにクラウドか
ら降りてくる。
「見よ、わたしはあなたと共にいる。」注３） 
　ヤコブが神のお告げを夢で聞いたように、我々はデジタ
ル情報を電脳空間で神のお告げのように見聞きすることに
なるのであろうか。もはや、リアルな物は無くなってしま
うのだろうか。（Figure１・２参照）
有る事の喜びについて
　ものがそこにある事は、人に安らぎを与える場合がある。
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心理学でいわれる「安心毛布」（あるいはライナスの毛
布）は、常に幼児が特定の物（毛布）を持っていることで
精神的な安定性をもつことを言う。ものが見えたり、触れ
たりすることは、人にとって、何がしかの安心感や安堵感
を与えることは事実であろう。
　美術館・博物館の存在意義の一つはこの確乎たるものの
存在であろう。そこに絵が有るから見に行く。極めて自然
な行為である。
　ところで、フィルムやレコードの場合は「そこに有る」
ということが絵画や彫刻とはいささか違っている。確か
にフィルムとして物質的に存在しているが、それ自体を見
ること（フィルムを見ること）ではなく、映写機を通して
映像を見る間接性を伴っている。レコードの場合も同様で、
蓄音機を通して音を聞くこととなる。
　つまり、絵や彫刻はそこに物として有る。映画は、実物
の複製（映像）であり本物ではない。レコードについても、
あくまで音像であって、実物の歌手や楽器がそこにあるわ
けではない。かつてはやったhi fi (High Fidelity) （高忠
実度、高再現性）はまさに物が「そこにない」ことの皮肉
な表明であった。ということは、フィルムやレコードはメ
ディアとしての存在を残しつつ、その内容（コンテンツ）
は不在なものとして示す両義的なあり方となる。
見せることによってしか完結しないこと
　映画はフィルムとしての物質性を一般の観客には意識さ
せることなく、鑑賞できるシステムを構築してきた。観客
は映画館に足を運べば、そこで何の不自由なく映像を鑑賞
できる。ヴァルター・ベンヤミンは、写真や映画（film）
を複製時代の芸術と呼び、
特定の場所に規定されず
見ること（鑑賞）のでき
るものを展示的価値と名
付けた注４）。確かに、写
真や映画は現実の対象の
写しであり、設備さえ
あれば展示、映写が可
能である。絵画や彫刻も、それが美術館に展示される場合、
本来あるべきところから移動してきた特定の場所に規定さ
れない物である。当然展示的価値の側面が強くなる。
　これに対して、そこでしか見ることのできないもの、そ
の場所に規定されるもの、例えばフレスコ画のようなもの
（建物と一体となり移動することが不可能なもの）を礼拝
的価値とした。この世に一つしか存在しない絵画、彫刻が
本来移動不可能なものとしてある場所固定されているので
あれば礼拝的な価値を持ち得るであろう。ところが、美術
館に収蔵されるや否や礼拝的価値は消え去り、展示的価値
が表に出てくる。博物館・美術館とは礼拝的価値を展示的
価値に変換する文化的な装置である。複製とは展示的価値
の利便性を突き詰めた行き着く果ての状態だと考えられる。
　しかし、ベンヤミンにとって想像だにできなかったこと
は、そうした美術・芸術作品が情報として複製・デジタ
ル化され、個人のレベルで所有されることであろう。今や、
あなたも私もスマートフォンの中にデジタル映像、デジタ
ル音楽をいくつも保存、所有することが可能になった。も
はや展示的価値すら必要でなくなった。
　こうした点を物の移動と所有として考えると、情報の側
面が見えてくる。つまり、物と鑑賞者の関係が、（1）物
に鑑賞者が近づくか、逆に、（2）鑑賞者に物が近づくか、
そして、（3）それが所有可能であるかの点である。
　複製不可能なものは、礼拝的価値として人が物に近づか
なければならない。もし、物が複製されるのであれば、複
製物は展示的価値として物と鑑賞者の中間に位置する（鑑
賞者に近づく）ことになる。さらに物が情報に変換される
ことで、鑑賞者に物が擬似的ではあるか接近していく。そ
の距離は、究極に至ると、視覚では眼前、聴覚では耳元と
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Figure 1 Jacob's ladder. State2. Wenceslaus Hollar  (1607?-1677)
Figure 2 典型的なネットワーク表現
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なる。それは接触という所有である。VR、ARはまさにそう
した擬似的物が接近して所有される私的現場であろう。更
にその情報は個人のものとしてクラウドに保存される。ク
ラウドを通じて神のごとく、いたるところで情報としての
映像他を見たり聞いたりできることになっている。
　かつて、映画を鑑賞するためには、映画館という展示的
空間に鑑賞者は訪ねてゆき、映写機に装填されたフィルム
を投影によって見ることが必要だった。映写にかかる手間
は決して簡単なものではない。そこには、フィルムが持つ
圧倒的な物質性が隠されている。フィルムがビデオテープ
やDVDに置き換えられて身軽（複製可能）になったことは、
その意味で革命的であった。本来、映画が持っていた物質
性は希薄になり、情報媒体（メディア）の中身（コンテン
ツ）のみが強調される。
　今や我々はDVDであろうが、クラウド上の映像であろう
がもはやそれが何のメディアであるかを気にせずにその中
身のみを楽しんでいる。映画館といった展示的価値のある
場所に足を運ぶことは少なくなって
しまった。
　物量としてのフィルム映画におい
て展示的価値が失われている時こそ、
その失われてゆく価値を改めて見つ
めなおすことは、メディアを考える
場においては決して無駄なことでは
ない。映画の展示的価値を支えてき
たものは、冒頭で述べた「フイル
ム」なのである。
　フィルムそれ自体は工業製品であ
る。規格等が厳密に決まっている
（Figure3参照）。
　35㎜映画の画面一コマの高さはパーフォレーション5個
分、言い方を変えると一コマの画像に対して四つのパー
フォレーションが割り当てられる高さである（Figure4参
照）。
19mm≒4.75mm×4
サウンドドラック付きの映画は1秒24コマで映写される。
すると、一秒間に動くフィルムの長さは画面1コマの24倍
となる。
456mm＝19mm×24
つまり1秒間に約46cm動くことになる。1分では
27360mm＝456mm×60
つまり1分間に付き約27mの長さをフィルムは動くことにな
る。もし、90分の映画があったとすると、そのフィルムの
長さはどれほどになるであろうか。
2464.4m＝27.36m×90
つまり、90分の映画のフィルムの長さは約2.4kmとな
る。この数字がいかに大きいか、容易に想像できるだろう。
2.4kmの長さを持つ物体がリール上でくるくる回転してい
るのである。こうした事実は、多くの場合実感されない。
映画というメディアの規模がフィルム長からリアルに感じ
られる。
　更に、フィルムの重さについても考えてみたい
（Figure5　コア巻のフィルム参照）。フィルムとはどれ
位の重さがあるのか。
　フィルムはコアと呼ばれる芯にフィルムが巻き付けられ
ている場合とリールというフレームにフィルムが巻き付
情報・メディアの物質性について　～ものがそこにある事の喜び～
Figure 3　Jurnal of the SMPTE Vol.74 より
Figure 4
35mm negative film
Figure 5　35mm コア巻　約 1500feet（469m）
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けられている場合がある。35mmフィルムの場合、商業的な
上映が中心のため、コストの掛かるリール等を避ける目的
でコア巻が一般的である。このコアに約15分程度、1300～
1400フィートのフィルムが巻き付けられて、一巻となる。
15分は900秒であり、先の計算から、
410400mm＝27360mm×15分
凡そ410メートルとなる。
フィルムの厚さは、手元にある数種類の35mmフィルムを計
測すると、0.135mm～0.15mmである。
　また、フィルムの材質はポリエチレンテレフタレート
（PolyEthylene Terephthalate）（ポリエステルの一種）
が主流である。この材質はその名前の頭文字をとってPET
と呼ばれる。我々がペットボトルと言っているものは、こ
こから由来する。ペットボトルは丈夫で透明で燃えない。
同様にフィルムも丈夫で透明で燃えない材質がもとめられ
た。1990年以降多くのフィルムベースはPETとなった。
重量＝体積×密度　より15分のフィルムの体積は、
1865.5cm^3＝3.5cm×0.013 cm×41000 cm
これにポリエチレンテレフタレートの密度1.38 g/cm^3を掛
ければよい。
フィルムの重量は
2574.39g＝1865.5 g/cm^3×1.38 g/cm^3
つまり、2.57キロ程度の重さとなる。
　90分の作品はフィルムだけで6巻分約15kgの重さになる
（Figure6参照）。これは4歳の男の子の平均体重である。
あるいは、飛行機の無料受託荷物の重量制限15キロ分であ
る。
　何故、こうした退屈な計算を進めてきたかというと、
35mm映画のフィルムはとんでもなく大きくて重いという物
質性を実感してもらうためである。
　映画を上映する際、フィルムを映写機に装填することも
一仕事であり、ボタン一つでポンとはいかない（シネマコ
ンプレックスなどの最新大規模巨大資本のシステムではノ
ンリワインド装置を導入してボタン一つで上映可能となる。
しかしシステムの規模は旧映画館と同じである）。それ故、
映画館という特定の場所が必要となった訳で、人がそこに
出向くことが求められた。
　恐らく、映画がメディアとして自己存在、拠り所を持つ
のはこの大規模なシステムである。単純にスクリーンが
大きいとか小さいとかの問題ではない。それは、今日、映
画館がデジタル化・シネマコンプレックス化されてボタン
一つで上映が可能となっても同じである。とにかく、あの
大規模なシステムが存在意義を持つのである。このことは、
現在の家庭でのプライベート・シアターやスマートフォン
での視聴を否定するものではない。また、かつての映画に
対してレトロ感にかられた感傷的は主張でもない。ここで
語っていることは、遺産としてのかつてあった映画につい
ての事実である。
古典芸能としての映画上映
　神戸芸術工科大学には、吉武ホールという500人収容の
多目的会場がある。このホールの舞台奥には壁張りのスク
リーンがあり、逆壁面には映写室が設置されている。ホー
ル映写室には35㎜映写機2台（Cinemeccanica　 Victoria 
5）、16㎜の映写機が２台（ELMO LX1100）設置されている。
もちろん、液晶プロジェクターも備え付けられており、２
K画質のデジタル上映も可能となっている。
　こうしたフィルム上映設備をもった大学所有のホール
は日本全国でもそう多くない。この設備を生かすために、
2016年より月に一回、映画の上映会「神戸みんなの映画
会」を開催することとなった。この上映会では、あくまで
フィルムによる上映をおこない、ビデオやデジタル上映は
行わない。これは、大学所蔵のフィルムと神戸映画資料
館の協力で提供されたフィルムを使用して上映を行うも
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Figure 6　2000feet のプラスチックケース 7缶
− 9−
神 戸 芸 術 工 科 大 学 『博物館学芸員課程年報 2018』
のである。 現在、商業映画館のほとんどはデジタル上映
（DCP）注５） でありフィルムによる上映設備を整えた映画
館は激減している。そのため、神戸芸術工科大学ではフィ
ルム上映システムを保存し、定期的映画上映を行うことで
その技術等の継承を行うことを中心に据え、フィルム上映
を月例で行うこととなった。これを古典芸能と呼んでよい。
　この催しには二つの具体的目的がある。
(1) フィルムによる上映は場所を伴うかなり大がかりなシ
ステムであり、そのシステム維持と技術の伝承、学芸員養
成課程での見学・実習等に適用可能とするため。
(2) 大学の使命である地域貢献の一例としての地域住民へ
の映画の提供。本大学の立地する学園都市周辺には映画館
がなく、集団で映画を楽しむ環境を提供する。
　現在、大学教育としての活用は部分的であり、また、学
芸員養成課程等への提供は進んでいない。これは、当大学
が付属博物館・美術館を持たないために、博物館実習等へ
の展開が難しいからである。今後、本学上映システムを教
育に活用していくことを模索したい。
　一方、映画の上映会「神戸みんなの映画会」は28回の
上映を行い、地域への貢献を果たしている。以下に28回
の上映作品とその観客動員数、そのチラシの一部を示す
（Figure7,8参照）。
　こうしたフィルムを用いた実際の映画上映を通して、本
来映画がもっていた映画館としてのメディアの特性を文献
ではなく、事実として伝えていくことは、今後の学芸員養
成課程、特に『博物館情報メディア論』等にとって非常に
重要なことであると考えられる。
（今回の35㎜フィルムについては大学アニメーション教育
に関する手塚プロダクションの寄託協力（2018年～）が
あったことをここに記します）。
 回 日時 上映映画 人数
 1回 2016/9/24 アニメ短編集 150
 2回 2016/10/29 せむしの仔馬 70
 3回 2016/11/26 木を植えた男 70
 4回 2016/12/24 ルパン三世（第一作） 60
 5回 2017/1/28 道 60
 6回 2017/2/25 セロひきのゴーシュ 20
 7回 2017/3/25 春秋一刀流 60
 8回 2017/4/29 注文の多い料理店 70
 9回 2017/5/27 お茶漬けの味 120
 10回 2017/6/24 おおきなかぶ 75
 11回 2017/7/22 人情紙風船 40
 12回 2017/8/5 名探偵ホームズ 40
 13回 2017/9/23 自転車泥棒 50
 14回 2017/10/28 わんぱくナージャの竜王退治 20
 15回 2017/11/25 雨月物語 50
 16回 2017/12/16 ルパン三世死の翼アルバトロス 60
 17回 2017/1/20 怒りの葡萄 50
 18回 2017/2/24 キッド 80
 19回 2018/3/24 大いなる幻影 60
 20回 2018/4/28 黄金狂時代 120
 21回 2018/5/19 小島の春 90
 22回 2018/6/30 生まれてはみたけれど 150
 23回 2018/7/21 ひめゆりの塔 90
 24回 2018/8/5 あしたのジョー2 110
 25回 2018/9/29 鞍馬天狗　江戸日記 50
 26回 2018/10/27 市民ケーン 70
 27回 2018/11/24 ならずもの 80
 28回 2018/12/1 ぼくの孫悟空 50
Figure 7 『みんなの映画会』作品・参加人
情報・メディアの物質性について　～ものがそこにある事の喜び～
− 10 −
神 戸 芸 術 工 科 大 学 『博物館学芸員課程年報 2018』
Figure 8 みんなの映画会　チラシ
1)  そのテクストは、「シナのある百科事典」を引用して
おり、そこにはこう書かれている。「動物は次のごとく分
けられる。（a）皇帝に属する者、（b）香の匂いを放つも
の、（c）飼いならされたもの、（d）乳呑み豚、(e)人魚、
（f）お話に出てくるもの、（g）放し飼いの犬、（h）こ
の分類自体に含まれているもの、（i）気違いのように騒
ぐもの、（j）数えきれぬもの、（k）駱駝の毛のごとく細
の毛筆で描かれたもの、（l）その他、（m）いましがた
壺をこわしたもの、（n）とおくから蠅のように見えるも
の」
Michel Foucault : Les mots et les choses, Èditions 
Gallimard, Paris, 1966. （ミシェル・フーコー、『言葉
と物』、渡辺一民・佐々木明訳、新潮社、1982年、p.13）
2)　ネットワーク上にデータを保存することをクラウドと
いう。何故クラウド（cloud）と名付けられるのか。理由
はIT業界ではインターネットを便宜上「雲」の形で示して
いたからである。そのためクラウドと呼ぶようになった。
コンピュータとの接続は雷のような折れ線で示すことに
なっていた。
3）創世記28章15節
4）Walter Benjamin, Abhandlungen, Gesammelte 
Schriften, Band I-2, Surkamp, 1974（ヴァルター・ベン
ヤミン『複製技術時代の芸術』ヴァルター・ベンヤミン著
作集2、高木久雄・高原宏平訳、晶文社、1970年、p.25）
5) DCPとは「Digital Cinema Package」の頭文字をとった
もので、フィルムに代わるデジタル情報を扱う映画作品の
フォーマットであり、国際的な標準規格となっており、基
本的には全世界の映画館で上映が可能なものである。
情報・メディアの物質性について　～ものがそこにある事の喜び～
学生による報告・記録
こ の 章 で は 、 博 物 館 実 習 参 加 者 か ら ２ 名 、 美 術 館 イ ン
タ ー ン シ ッ プ 参 加 者 か ら ２ 名 の 報 告 を 掲 載 し て い ま す 。
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芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　 森　亜香音　　　
　今年の 7 月 27 日から 8 月 2 日まで、私は同級生ふた
りと共に西脇市岡之山美術館で実習に参加しました。実
習中は、ワークショップの手伝いや広報ブログの更新、
作品の取り扱い方、展示企画につて学びました。
　ワークショップでは、現代美術家の椿野浩二さんのレ
クチャーを受け、こどもたちが粘土で陶芸作品を制作し
ました。私たちは、こどもたちが作品を作りやすいよう
に手伝いながら、広報ブログに掲載する写真撮影を行い
ました。こどもたちが作る作品は独創的で、とても素敵
でした。
　ワークショップを終え、広報ブログに掲載する記事を
作成しました。この美術館に行ってみたいと思っていた
だけるような記事になるように皆で考えました。自分た
ちが考えた記事や写真が実際に掲載されたときはやりが
いを感じました。
　最終日は、アトリエで行われるという設定で架空の展
示企画をひとりずつ考え発表しました。私は、「服」をテー
マとした展示を考えました。その展示につて、イメージ
画像などを使用しながら発表しました。自分の考えた企
画を相手に伝える難しさを感じながらも、楽しく取り組
むことができました。発表後、館長に実習を頑張ったご
褒美として播州織工房に連れて行ってもらいました。播
州織は、私が思っていたよりも肌触りがよく、色彩も鮮
やかで驚きました。帰り道には、横尾忠則さんがよくモ
チーフとして描かれているＹ字路を見に行きました。私
は、3 年生のときに横尾忠則現代美術館でインターンシッ
プに参加し、横尾さんの作品に興味があったので、実際
にモチーフを見ることができて本当に嬉しかったです。
　この 4 日間は、学芸員として学ばなければならないこ
とだけではなく、地域のことや横尾忠則さんにつて知る
ことができた実りある時間だったと思います。この経験
は、大学を卒業しても続く自身の作品活動に活かしてい
きたいです。
芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　4 年　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　近藤　美季
　私は、7 月から 8 月の間の 14 日間、伊丹市昆虫館へ実
習に行きました。
　主な実習内容は企画展のフロアスタッフ業務でした。
私は、もともと虫を触ることがすごく苦手で、実習先を
昆虫館に決めた理由も家から近いから、子どもの来館者
が多く楽しそうだからといったものでした。実習が始ま
る前は、まさか実習生に大事な生体を触らせはしないだ
ろうと思っていましたが、初日から生体を手づかみで持
つという作業がありとても衝撃的でした。
　実習で一番注意したことは、来館者全員に平等に満足
してもらうことです。特にそれを心がけていたのは、企
画展のイベントとして毎日二回開催されていた虫との
ふれあいイベントの時です。カブトムシやクワガタムシ、
イモムシなどを主な対象である小学生までの子供を中心
に触らせるのですが、一人にどれくらいの時間触らせる
のか、虫を何匹その場に出すかなどの細かなことは全
てフロアスタッフである実習生に任されます。実習が始
まってすぐの頃は、複数の来館者に囲まれると緊張や自
信のなさから慌ててしまい、触らせることもままならな
い状態だったのですが、回数を重ねるうちに昆虫への知
識が身につき、円滑にイベントを進められるようになり
ました。次第に余裕が生まれ視野が広がり、気後れして
イベントコーナーに近づけない子の存在にも気づくよう
になりました。そのような子に、手招きして虫を手に乗
せてあげるとすごく喜んでもらえました。時折、そのよ
うな子の親御さんからも感謝の言葉をいただけることも
あり嬉しかったです。
　14 日間の実習はとても長く疲れることもありました
が、終盤になるにつれて寂しさが募っていくほど思い出
に残るものとなりました。虫を触ることにも抵抗がなく
なり、むしろ外を歩くときに虫がいないか辺りを見回す
ほどになりました。自分自身のものの見方も変わって
いった、そんな実習となりました。
博物館実習を終えて学んだこと
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芸術工学部　プロダクト・インテリアデザイン学科　3 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　福本　紗耶
　私が美術館インターンシップに参加した理由は、4 年
次に受講する美術館実習に自信をもって参加したいと考
えたからです。授業を聞くだけでは分からないことが沢
山あると考えてのことでしたが、実際にインターンシッ
プに参加した結果その考えは的中していたと思います。
　横尾忠則現代美術館のインターンシップが始まってま
ず最初に教えて頂いたことは美術館の注意事項と事務的
な業務についてでした。ファイルの整理や、テプラを使
用してシールを作り必要な物へ貼ったり、以前行われた
インタビューを聞き取りながら Word に文字を起こして
いく作業を重点的にさせて頂きました。インターンシッ
プが終盤に近づくと作品や資料の状態を一点ずつ確認し、
カメラで撮影し記録していく一次調査を体験しました。
授業で聞き、見たことがある状態調査書を見ることがで
きたり、収集している資料がどんなものなのか知ること
ができ、一次調査では注意すべきところはどこか自分で
探しながら調査を行わなければならず自分で考え行動す
る力をつけられた等沢山の経験ができたと思います。ま
た、私が参加した期間は、丁度企画展示の変更による模
様替えの期間とかぶっていたこともあり、模様替え前の
企画の資料を次の展示に向けてまとめたり、アーカイブ
ルームの展示替えを教えて頂いたり、更には模様替えを
している展示室の見学までさせて頂きました。これはと
ても稀な経験だったと後に先生から聞き、貴重な場面に
立ち会え見学を許して下さった学芸員の皆様に改めて感
謝の気持ちを感じております。この展示室の見学は私が
経験した中でも一番印象に残っております。
　このインターンシップに参加して本当に良かったと思
います。本来の目的であった「4 年次に受講する実習へ
の自信をもつこと」に対しても、以前の私とは違い、しっ
かり自信をもつことができると思います。今後の学芸員
課程の講義や 4 年次の実習だけでなく就職活動にもこの
経験を活かしていきたいと思います。
芸術工学部　まんが表現学科　3 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　灘本　怜和
　私が今回、横尾忠則現代美術館のインターンシップに
参加した理由は 4 年次に受講する博物館実習に不安が
あったからです。講義だけでは実際にわからないことが
たくさんあるのではないのか、そんな状態で実習なんて
受け入れ先も不安なのではないのかと不安でした。もち
ろん誰にだって初めてはあると言えど、もっと事前に体
験できることはないのだろうかと考えている時に横尾忠
則現代美術館のインターンシップがあることを知り、申
し込みました。
 実際に参加したインターンシップ期間は大変有意義な
時間を過ごすことができました。資料調査はもちろん、
その他事務所作業など表からは見えないお仕事を手伝わ
せていただけました。一見地味な作業だと思うかもしれ
ませんが、資料を次の世代へと繋げていくための重要な
作業です。そんな美術館の努力に携わることができ、本
当に有り難かったです。また、年に 2 回しか行われない
職員で行う大掃除や展示会の入れ替えの瞬間を目にする
貴重な体験もできました。
　今回インターンシップに参加してみて自分の知らな
かったことや足りなかったことを改めて確認することが
できました。資料を扱う際、マニュアルというものはあり
ません。周りをよく見て確認して、どこをどう動かすのか、
動かすことによって生じる危険はどんなものがあるか、そ
してどう周りとコミュニケーションをとっていくかなど
常に考えて行動し、常に緊張した状態で取り組む姿勢を
この 2 ヶ月間学びました。社会では当たり前のことですが、
まだ自分には知らなかったことがたくさんあり、それを見
つめる機会ができて本当に参加してよかったと思います。
 もし、博物館学芸員課程生の方でまだインターンシップ
に参加したことがないのであれば絶対参加してください。
　実習にも役立ちますし、何より講義の内容がさらに面
白くなります。参加して後悔することはありません。
  来年からは実習があります。今回学んだことを最大限
に活かして取り組んでいきたいと思います。
美術館インターンシップを経験して
　　　　　報告・記録
この章では、本学の博物館学芸員課程の活動記録、各種統計データを記載しています。
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博物館学芸員課程履修者数／就職状況／博物館学芸員課程運営報告
2018年度　博物館学芸員課程履修者数
1 年 2 年 3 年 4 年 学科合計
環境デザイン学科 1 0 4 4 9
プロダクト・インテリアデザイン学科 4 2 7 3 16
ファッションデザイン学科 1 0 0 1 2
ビジュアルデザイン学科 8 3 5 16 32
まんが表現学科 5 2 1 2 10
映像表現学科 3 2 4 2 11
アート・クラフト学科 5 1 3 2 11
合　　計 27 10 24 30 91
博物館機関等への就職状況
豊岡市立美術館「伊藤清永記念館」、呉市入船山記念館
2018年度　博物館学芸員課程運営報告
　本年度は、４年次生29名が博物館実習に参加した。学芸員は、博物館が行う研究の各領域を担当し、さらにリードし
ていくことができなくてはならない。学芸員は自分の専門分野を持ち、さらに広く関連領域をふまえた幅広い学識と研
究方法を身につけていることが要請されている。さらに今日では、来館者とともに調査と研究をすすめ、様々な人々と
意見交換しながら、来館者の研究調査をすすめるために、社会人としての教養や接遇能力、コミュニケーション能力な
どが極めて重要視され、研究能力とコミュニケーション能力の双方を持つことが求められている。そのため、館園実習
は、学芸員の責任感と社会意識、博物館で働く心構えを涵養する貴重な機会である。対人関係の場面が多く学芸員の現
場については、講義科目においても重要視し、絶えず自己を磨き、全人的な向上に努めるように注意を喚起し、普段か
ら講演会やワークショップ、インターンシップへの参加をすすめている。派遣実習においては、台風、災害などに適切
な対応をとる心構えを学生に求め、事前の連絡・相談を怠らないように注意を引き続き喚起することとした。　　　　　　
　本学実習生に貴重な館園実習の機会を賜り、指導をいただいた博物館関係各位に対し、改めて感謝申し上げます。
　①　博物館実習　計29名（館園実習終了者）
　　・全体オリエンテーション　４月14日（土）
　　・学内実習（事前・事後指導、見学実習、全体のまとめを含む）　
　　　　前期　４月14日、４月21日、５月19日、６月２日、６月16日、６月30日
　　　　後期　10月27日、11月24日、１月19日　
　　・館園実習　７月から10月までの間、各実習館日程にて実施。
　　
　②　館園実習派遣先 2014～2018年度
　　　兵庫県立美術館（２）、兵庫県立考古博物館、兵庫県立歴史博物館、兵庫県立人と自然の博物館、神戸市立博物館、
神戸市埋蔵文化財センタ （ー３）、神戸市立青少年科学館、神戸市立森林植物園、姫路市立美術館、姫路文学館、
西宮市大谷記念美術館、伊丹市立美術館、伊丹市昆虫館、宝塚市立手塚治虫記念館、明石市文化博物館、明石市
立天文科学館、西脇市岡之山美術館、徳島県立近代美術館、北九州市立自然史・歴史博物館、大分市美術館、山
口県立山口博物館、呉市海事歴史科学館、BBプラザ美術館、竹中大工道具館、大阪市立美術館、大阪商業大学商
業史博物館、大阪青山歴史文学博物館、福井県立恐竜博物館、宮崎県立美術館、備前長船刀剣博物館（順不同。
アンダーラインは2018年度派遣実習館。（　）は2018年度に複数学生を受け入れていただいた派遣学生数。）
（人）
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博物館学芸員資格取得件数
博物館学芸員資格取得件数（過去３ヵ年）
卒業年度 2016 2017 2018 合計
デザイン学部
環境デザイン学科
（環境・建築デザイン学科）
0 2 3 5
プロダクト・インテリアデザイン学科
（プロダクトデザイン学科）
2 3 3 8
ファッションデザイン学科 2 1 1 4
ビジュアルデザイン学科 8 1 16 25
先端芸術学部まんが表現学科 1 6 2 9
映像表現学科 1 2 2 5
アート・クラフト学科
（クラフト・美術学科）
5 3 2 10
合　　計 19 18 29 66
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教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会委員／教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
2018年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員
 委員長 津田　 徹 基礎教育センター　教授
  山﨑 　均 基礎教育センター／アート・クラフト学科　教授
  藤井 淳一 基礎教育センター　特任教授
  福島 美和 基礎教育センター　特任教授
  浅場 正宏 基礎教育センター　特任教授
  花田 佳明 環境デザイン学科　教授
  曽和 具之 プロダクト・インテリアデザイン学科　准教授
  ばんば まさえ ファッションデザイン学科　教授
  高  台泳 ビジュアルデザイン学科　准教授
  橋本 英治 まんが表現学科　教授　
  金子 照之 映像表現学科　准教授
  平林 幹生 教務課長
2018年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
日　時 主　な　内　容
第１回 2018年５月22日（火）
2018 年度教職課程・博物館学芸員課程運営委員会スケジュールについて
教員免許状更新講習の実施について
2018 年度教職課程にかかる各種業務取り纏め担当について
2019 年度教員採用試験における大学推薦について
卒業生の教員採用状況について　
2018 年度教育実習予定者について
2018 年度介護等体験予定者について
第２回 2018年７月25日（水）
2018 年度博物館学芸員課程・教職課程年報の概要とスケジュールについて
教職再課程認可に伴う科目移行への対応について
教職課程の再課程認定について
2018 年度教育実習訪問指導について
2018 年度博物館実習の実施について
2019 年度教員採用試験の状況について
第３回  2018年11月28日（水）
2019 年度 教職課程の再課程認定申請について
2019 年度 教職課程のカリキュラムについて
2019 年度 博物館学芸員課程のカリキュラムについて
2019 年度 教員免許状更新講習の実施について 
教員免許状更新講習における卒業生支援について 
2018 年度 教職課程及び博物館学芸員課程年報の構成について
2019 年度 教員採用試験結果及び進路希望状況について
2018 年度 博物館実習実施報告について
2018 年度 博物館インターンシップの実施について
2018 年度 教職座談会の実施について
第４回 2019年２月13日（水）
教職課程〔変更届〕の提出について（過年度生分）
改正免許法／経過措置にかかるカリキュラムの改正について
「教育職員免許状取得に関する規程」の改正について
「博物館学芸員課程に関する規程」の改正について
「教育職員免許状取得に関する規程」の改正について
2019 年度 教育職員免許状更新講習の申請について
2019 年度 教職再課程認定申請の結果について
2018 年度 教員免許状授与予定者について
2018 年度 博物館学芸員課程修了予定者について
2019 年度 教職面談の実施について
卒業生教職ネットワークの設立について
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『神戸芸術工科大学 博物館学芸員課程』に関する概要
１．ねらい
　　本学の博物館学芸員課程における教育・研究活動に資するため、『神戸芸術工科大学　博物館学芸員課
程年報』を設ける。
２．投稿資格者
　　①本学博物館学芸員課程担当の教職員（専任、非常勤）
　　②博物館学芸員課程実習館等の関係者
　　③本学博物館学芸員課程履修生（科目等履修生を含む）
　　④既卒者（現役学芸員等）
３．原稿の構成
　　①投稿者からの論文、研究ノート・ルポルタージュ・エッセイ等
　　②課程履修生の教育・学修成果の報告
　　③既卒者からのメッセージ
　　④博物館学芸員課程の年間運営活動の報告
　　⑤博物館学芸員課程履修者数、資格取得件数
　　⑥その他（必要に応じて、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて審議する）
４．発行
　　年度末（毎年 3 月中旬）に発行する。
５．編集
　　博物館学芸員課程専任教員および事務局職員とする。
　　原稿は執筆者本人による責任とする。
　　原稿形式は、『神戸芸術工科大学紀要』の執筆要項に準ずる。
　　提出は、完全原稿とする。執筆手続きについては別途定める。
６．頒布対象者
　　頒布を希望する本学博物館学芸員課程関係者（教員、職員、学生、本学関係者）、関係機関、その他
　　執筆者
　　国立国会図書館
　　本学情報図書館　※本学情報図書館 HP に電子版をアップロードする
７．発行部数
　　250 部とする（各課程年報の合本印刷とし、履修学生の増減によって調整する）。
８．その他
　　詳細は別途定める。また、必要に応じて教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて検討する。
『神戸芸術工科大学　博物館学芸員課程年報』 に関する概要
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編集後記
2018 年度　博物館学芸員課程編集後記
　この度、『神戸芸術工科大学　博物館学芸員課程年
報 2018』を刊行いたしました。おかげさまで、無事、
第三号を発刊することができました。
　この場をお借りして、本学博物館実習生に貴重な
博物館派遣実習の機会を賜り、博物館実習ご担当の
学芸員各位、関係各位に心から感謝申し上げます。ま
た本課程の運営にご協力とご助言をいただいた教職
員の皆様、ご寄稿をいただいた教員及び学生各位に
改めてお礼申し上げます。
　2019 年度入学生からは、本課程必修科目のなかで
「生涯学習概論」「博物館展示論」「博物館情報・メディ
ア論」を新たに、本学教育課程の学生にも基礎教育
科目として提供することを予定しています。多くの学
生にこれからの生涯学習社会のなかで博物館が果た
す重要な役割と使命を深く知る機会となれば幸いで
す。
　今後も引き続き、課程履修学生がそれぞれの専門
と自己の研鑚に努めながら、課程履修の早い時期か
ら博物館活動の意義に触れて、博物館の様々なプロ
グラムに参加・体験できるように努め、課程運営を実
質的に博物館に関心のある多くの学生にとって有意
義な内容となるように心がけていきたいと思います。
山﨑　均
博物館学芸員課程担当
基礎教育センター／アート・クラフト学科　教授
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本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす
―演習指導に徹するⅣ―
基礎教育センター 特任教授　藤井　淳一
１　はじめに
　今年度の教育実習は５月末から９月中旬にかけて実施さ
れた。今年度の担当は４名であり、教育実習の視察を通し
て、日々成長していく学生達を視察することは、楽しみでも
あるが、少々不安を感じるところでもある。自らの授業も５
年目を迎え、内容的には、ほぼ完成型に近づいている。教
えてきたことや教員としての考え方がどの程度、教育実習と
いう現場で生かされ実践できているのか、確認できることは
教える側の喜びである。本学では、「美術科教育法Ⅰ」を通
して、基本的な、指導案や年間計画、学校教育活動の内容
や指導などを学び、その基本を踏まえての「美術科教育法Ⅱ」
で、より実践的な立場にたち、演習を通じて教育実習に必
要なスキルや課題への対応策など、教員として「多様な美
術の授業展開ができる力」の育成を目指している。そのため
「美術科教育法Ⅱ」では、徹底した手書きによる指導案や年
間計画、分野ごとの「教材研究」の指導方法を手書きする中、
個々の添削に力を入れ、毎回、学生たちの指導案と対峙す
ることで、その表現力や指導内容のチェックを詳細に行って
きた。また、チェックした内容の解説を行う中で学生が学び、
育成された力が、教育実習という現場で初めて生かされて、
本授業の意味が理解される。当然、現場というものは、机上
で考えてきた以上にサプライズがあり、今年も多くの課題が
あったと報告を受けている。３週間（又は２週間）という限
られた期間だが、多くのことを経験し又、見聞きし、多くの
先生方の指導を受け、その解決や対応に向け真摯に取組ん
でいく姿勢を身に着けてこそ、将来どのような道に進もうと
教職を目指した学生達にとって、貴重な体験として生き続け
ることを願っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２　授業の概要・授業計画について
　美術教員にとって必要な教材研究、指導案の作成、授業
の展開を３本の柱と考え、それらを系統的且つ繰り返し手
書きによる演習を行うことで、その能力の育成を図る。
- 授業計画 (H30 後期　授業時間 90 分 ) -
第１回：イントロダクション  美術科教育の現状と課題　　
新学習指導要領(美術・工芸 )の概要について 9/25
第２回：美術科教育の学習指導１ 中学美術の教科書から　
単元を学ぶ（A表現・B鑑賞の演習）10/2
第３回：美術科教育の学習指導２ 単元に即した中学美術科
指導案の作成（A表現・B鑑賞の演習）10/9
第４回：美術科教育の学習指導３ 中学美術の年間指導計画
の作成（シラバスの作成演習）10/16
第５回：美術科教育の学習指導４ 高校美術の年間指導計画
（シラバスの作成演習）10/23
第６回：美術科教育の学習指導５「指導細案の作成①単元
の指導案」(A 表現の演習:中高選択）10/30
第７回：美術科教育の学習指導６「指導細案の作成②本時
の指導案と言語活動」(A 表現の演習:中高選択）11/6
第８回：美術科教育の学習指導７「指導細案の作成①単元
の指導案」（B鑑賞の演習:中高選択）11/13
第９回：美術科教育の学習指導８「指導細案の作成②本時
の指導案と言語活動」（B鑑賞の演習:中高選択）11/20
第10回：美術科教育の教材研究１「美術史 表現と鑑賞」　　
（西洋美術史の演習:中高選択）11/27
第11回：美術科教育の教材研究２「美術史 表現と鑑賞」　　
（日本美術史の演習:中高選択）12/4
第12回：模擬授業１日目「１班の模擬授業とその授業評価及
び講評」（中学１種美術）12/11 
第13回：模擬授業２日目「２班の模擬授業とその授業評価及
び講評」（中学１種美術）12/18
第14回：模擬授業３日目「３班の模擬授業とその授業評価及
び講評」（高校美術1種）1/8
第15回：反省とまとめ（教育実習・教員採用試験に向けて）1/22
※模擬授業全３回の完全出席を単位認定の必要条件として
いる。他者の授業を真摯に見ることで、自らの足りない資
質を発見・確認し、本番の教育実習に繋げる。
本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす―演習指導に徹するⅣ―
神戸市立塩屋中学校 
美術の時間始まり
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３　研究授業を視察した４名について その概要とまとめ
■中山四葉　研究授業 :6 月 12 日 ( 火 )　
■中塚優音　研究授業 :6 月 13 日 ( 水 )
■品川莉沙　研究授業 : 6 月 14 日 ( 木 )
■山本理緒　研究授業 : 9 月 14 日 ( 金 )
　
４　今年の教育実習で指導された細案の参考例
本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす―演習指導に徹するⅣ―
アート・クラフト学科４年の中山さんの実習校、神戸市
立友が丘中学校を訪問。中山さんの「モダンテクニッ
クを使って、昆虫を作ろう」の研究授業を見学。全体的
に準備(指導案も含めて)もしっかりと準備がなされてお
り、安定感のある研究授業であった。何よりも、中山さ
んは笑顔をたやさず、演劇で鍛えた強弱のついた明確な
声で、しっかりと指示をだし、授業の流れを生み出して
いた。中山さんの明るい性格が授業の随所にみられ、生
徒からの質問にも、素早く適切に回答していたことが印
象に残った。
アート・クラフト学科４年の山本さんの実習校、豊中市
立第七中学校を訪問。山本さんの「昆虫を作ろう!ﾃﾞｶﾙｺﾏ
ﾆｰで」を視察。しっかりと準備がなされ、生徒との距離
間もよくテンポのある授業展開ができ、活発な研究授業
であった。授業冒頭に、本時の目標を明確に説明してお
り、その目標をわかり易く説明できたことが、授業全体
の流れを良くしていた。声も良く出ており、昆虫を貼り
付けるための黒板に張られた背景のイラストは、忙しい
実習期間の合間をぬって８時間をかけて準備した力作で
あり、意欲的な教育実習の表れと成っていた。
アート・クラフト学科４年の中塚さんの母校、神戸市立
塩屋中学校を訪問。中塚さんの「四季のイメージを吹き
流し技法で表現しよう!」の研究授業を視察。しっかりと
事前準備がなされており、何よりも中塚さんと生徒達と
の距離感がよく、楽しそうに授業が展開されていたこと
が印象に残った。実技指導の説明では教育機器を使い、
自らが「吹き流し」の実演を行い、分りやすい説明がで
きていた。また、指導細案も担当教員の考え方が明確で
あり、適切な指示内容が見てとれた。
ビジュアルデザイン学科４年の品川さんの母校、県立龍
野北高校を訪問。品川さんの「パッケージデザインを学
ぼう!」の研究授業を視察した。よく事前準備もされて
おり、教育機器を使っての説明も、その操作もよどみな
く行われており、担当教員からもよく頑張っているとの
評価を頂いた。ただ、時間配分が思うようにならず、最
後の纏めの時間が短いことが残念であった。異なるパッ
ケージを４秒ごとに見せ、20秒で何のパッケージかを当
てる授業は大変ユニークで、生徒のテンションも高く、
集中した個性的な授業展開であった。
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５　H30 年度の教育実習を視察して 見えてきた課題等　
- 研究授業を５つのポイントで考える -
① 担当教員との事前の打合せ
教育実習が始まる１０日まえ前後に、行う打合せ。単なる
顔合わせではなく、受入体制の最終確認を行うと共に、事
前に学生の人柄や教職に関する意欲等を知ってもらい、適
切な人間関係を醸成する。
学校側
・教科指導を行う美術科教員の確定（部活動指導を含む）
・ホームルーム指導担当教員の確定（道徳指導・給食指導を含む）
・授業担当する日程、研究授業の日程、実施する単元の確定
生徒側
・自らの自己紹介（ポートフォリオを持参する）
・受け持つ授業数、研究授業でのテーマ等の摺合せ
・上記日程の確定
各担当教員とよく話し合い、より具体的な日程や「研究授
業のテーマ」を確認し、大学の指導担当者に報告する。
② 指導細案作成について
・原則、実習校は指導案の枠組を持っているので、その枠
に従って、授業毎の略案を作成する(研究授業は細案 )。特
に枠を指定されない場合は、本学で使用している枠の活用
も可とする。
③ 研究授業の資料作成について
・より授業を計画的に進めるために必要な事前資料は、研
究授業のテーマに沿って周到に準備する（パワーポイント・
書画カメラ、図版資料・生徒作品・手順表・ワークシート・
下書き用紙　等）
④ 板書・声量・生徒との距離間について
・研究授業時に、最もチェックすべき重要ポイントである。
研究授業を行う前、数回の授業チャンスがあるので、その
度に担当教員より、板書や声量、生徒との距離間について
のアドバイスを必ず受け、研究授業に臨む。
・教育機器の使用方法等についても、きちんと指導をうけ、
適切に使用できるよう、事前にその扱いに慣れておくこと。
⑤ 研究授業を通しての学びについて
研究授業は、教育実習の最終週に実施される。それまでに
は、数回の授業実践を通して、生徒との関係や略案を通し
た授業展開について、美術科担当教員の指導が行われてい
る。指摘された課題を前向きにとらえ、その対応について、
実習生として、全力で指導方法等の改善準備を行い対応し
たかが、その大きな成長に繋がる。こうした経験を積むこ
とで、一人前の美術科教員へと育っていく。また、研究授
業終了後には、視察した本学教員や指導担当教諭、時とし
本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす―演習指導に徹するⅣ―
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て、視察に来て頂いた校長からも、助言を得られる場合も
ある。その指摘や助言に対し、真摯に耳を傾け、素直な気
持ちで受け止め自らを振り返り、更に自分をより良く成長
さすための努力が「教育実習の真の価値」を決定づける。
６　新学習指導要領が目指す教育とは
○新学習指導要領の背景
- 世界的な学力調査 OECD PISA 学力調査について -
読解力、科学的リテラシー、問題解決能力などの知識
の量ではなく、知識や技能を活用する能力を測定する 学
力調査 　　⬇
「何を知っているか」ではなく「何ができるか」が問
われている。
○改定の要点
・キーワードは、「社会に開かれた教育課程 =学力」
・「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」
・ＩＣＴの活用
○育成すべき資質・能力とは、
「知識及び技能」= 社会生活を送るために活用可能な、教
養としての知識と体験的技能
「 思 考 力・ 判 断 力・ 表 現 力 等 」=「生きる力を育む」
上で必要な体験・経験を踏まえて、人としての生き
方や考え方を学び、行動する力
「学びに向かう力、人間性等」= 関心・意欲・態度 (現行指
導要領に当たる )
○主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善とは
各教科等で身に付けた知識及び技能を活用したり、思考力、
判断、表現力等や学びに向かう力、人間性等を発揮させた
りして、学習の対象となる物事を捉え思考することで、各
教科の特質に応じた物事を捉える「見方・考え方」を基に、
問題を自ら見いだして解決策を考えたり、創造したりする
ことに向かう「学習の過程」を重視すること。
具体的には以下に示す内容
①各教科等の特質に応じて、生徒の言語活動の充実を図
る。
②コンピュータや情報通信ネットワークなどの情報手
段を活用するために必要な環境を整え、これらを適切
に活用した学習活動の充実を図る。
③生徒が学習の見通しを立てたり学習したことを振り
返ったりする活動を、計画的に取り入れるように工夫
する。
④生徒が生命の有限性や自然の大切さ、主体的に挑戦
してみることや多様な他者と協働することの重要性を
実感しながら理解することができるよう、各教科等の
特質に応じた体験活動を重視し、家庭や地域社会と連
携し体系的・継続的に実施できるよう工夫する。
⑤生徒が自ら学習課題や学習活動を選択する機会を設
けるなど、生徒の興味・関心を生かした自主的、自発
的な学習が促されるよう工夫する。
⑥学校図書館を計画的に利用・活用を図り、生徒の主
体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善に生
かすなか、生徒の自主的，自発的な学習活動や読書活
動を充実する。
○新中学校学習指導要領 美術　
全体目標　表現及び鑑賞の幅広い活動を通して、造形
的な見方・考え方を働かせ、生活や社会の中の美術や
美術文化と豊かに関わる資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。
〔第１学年の目標〕
①対象や事象を捉える造形的な視点について理解し、
意図に応じて表現方法を工夫し、表すことができるよ
うにする。
②自然の造形や美術作品などの造形的なよさや美しさ、
表現の意図と工夫、機能性と美しさとの調和、美術の
働きなどについて考え、「主題を生み出し」、豊かに発
想し、構想を練ったり、美術や美術文化に対する見方
や感じ方を広げたりすることができるようにする。
③楽しく美術の活動に取り組み、創造活動の喜びを味
わい、美術を愛好する心情を培い、心豊かな生活を創
造していく態度を養う。
〔第２学年及び第３学年の目標〕
①対象や事象を捉える造形的な視点について理解する
とともに意図に応じて自分の表現方法を追求し、創造
的に表すことができるようにする。
②自然の造形や美術作品などの造形的な良さや美しさ ､
表現の意図と創造的な工夫 ､ 機能性と洗練された美し
さとの調和、美術の働きなどについて独創的・総合的
に考え、主題を生み出し豊かに発想し構想を練ったり、
美術や美術文化に対する見方や感じ方を深めたりする
ことができるようにする。
〔共通事項〕
①「Ａ表現」及び「Ｂ鑑賞」の指導を通して、次の事
項を身に付けることができるよう指導する。
本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす―演習指導に徹するⅣ―
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　　・形や色彩、材料、光などの性質や、それらが感情
にもたらす効果などを理解すること。
　　・造形的な特徴などを基に、全体のイメージや作風
などで捉えることを理解すること。
７　実習風景
本学における「美術科教育法Ⅱ」を教育実習に活かす―演習指導に徹するⅣ―
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工芸科教育の諸課題
基礎教育センター 特任教授　福島　美和
１　はじめに
　今年度担当する講座が変わり、前任の桑田特任教授が
持たれていた「美術・工芸科教育法Ⅰ・Ⅱ」「工芸基礎
実習」を引き継ぐことになった。研究室で机を並べて
いたこともあり１年をかけて引継ぎをしていただいたが、
やはり頭で理解していたのとは違い、実際に授業を始め
ると分からないことだらけで戸惑うことも多かった。
　基本的にはどちらの講座とも昨年度までの内容を踏襲
し、シラバスに沿いながら授業を進めていった。「工芸
基礎実習」については半期ごとの開講なので、後期で
は前期で気付いたところや反省点を踏まえ、ある程度ス
ムーズに進めることができた。
　一方、「美術・工芸科教育法」については、前期開講
のⅠで工芸科教育の歴史や内容、学習指導要領や教科書
等を使いながらの座学が中心であったが、後期で開講す
るⅡでは簡単な実習をしながら指導案を作成していく演
習形式で進めているため、現段階では「美術・工芸科教
育法」の全体像を完全に把握できたわけではない。しか
し、１年近くを通して見えてきた課題も多くある。
　加えて、私は中学校や高校で教えていた時は美術科教
諭として長く指導してきたが、本来の専門は工芸であり、
個人的には学生の頃から染織や木工の作品を制作してき
た。だからこそ感じたり考えたりすることもある。本稿
では表題にあるように本学における「工芸科教育の諸課
題」について私なりに考察するものである。
　なお、３年前に発行された「教職課程年報2015」に掲
載されている桑田特任教授の「工芸科教育のねらい」を
受け継ぐつもりで本稿を書き始めたが、同時に田中特任
教授の「本学の教職課程の現状について」も多くの箇所
で参考にさせて頂いた。
２　学生の実態から
・アンケートより
　今年度「美術・工芸科教育法Ⅰ」の受講生は29名で
あった。最初の授業で学生の知識・理解の程度を知るた
め、「工芸」という言葉から連想するものや関連する言
葉を、ＫＪ法に倣い１枚のカードに１語ずつ、思いつく
限り書き出してもらった。結果から言うと、学生の工芸
に対する知識・理解は決して間違ってはいないものの非
常に断片的、部分的であり、またその量や程度も少なく
表面的であった。
　出てきた言葉は、「陶芸・焼き物・信楽焼・染色・染
め物・土・木・カンナ・ろくろ・伝統・古臭い・職人・
手作り」等である。大別すると、素材や産地に関する事、
技法や道具に関する事、伝統的なイメージに関する事等
である。「群盲象を評す」の例え通りであったが、１
名だけが「実用性と美しさ」という言葉を書いていた。
「用と美」、「実用性と装飾性」という工芸の本質に言
工芸科教育の諸課題
（H.30「美術 ･工芸科教育法」授業風景）
（H.30「美術 ･工芸科教育法」授業風景）
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及した学生が１人だけだったのは寂しいと感じると同時
に、それも仕方がないかという思いであった。
・絶対的な経験不足
　授業を進めるにあたり、前提条件として学生の工芸に
対する知識・理解が少なく、経験値が圧倒的に不足して
いるのである。理由はいろいろと考えられる。
① 小・中・高で工芸(分野)の学習経験がない。　
② 生活の中に工芸品が少ない。あっても意識しない。
③ 手作りで物を作る経験がほとんどない。等　　　
　①については、小学校の図工や中学校の美術の中に工
芸的な分野として木や土などを素材とした教材はある。
伝えたり使ったりする目的や機能を考えて、デザインや
工芸などに表現することになっているが、実際にはデザ
イン分野で表現活動されることが多い。小・中共に図工
や美術の年間授業時間は減っているが、工芸はどうして
も時間がかかるので敬遠されがちである。
　高等学校の芸術科は音楽・書道・美術・工芸の４科目
があるが、工芸高校や美術科(コース)を設置している
学校でもない限り一般的には音・書・美の３科目で展開
され、工芸はほとんど開講されていないのが現状である。
ということは、高校でもほとんどの生徒は工芸の授業を
受けていないことになる。以上の点から多くの学生が、
小学校から高校まで工芸の学習経験がないということで
ある。
　また美術(図工)や音楽、国語や数学(算数)などの小学
校から（或いは英語のように中学校から）学習している
教科はその内容がすでに学生の中にあるので、更に専門
的に深める必要はあっても、改めて大学で０から学習す
る必要はない。しかし工芸は上にも書いたように、小・
中・高での学習経験が少ないので大学で教科内容から教
えていかなければならない。
　②については、工業が発達した現代社会において、日
常生活の中に工場で大量生産された安価な製品が数多く
出回り、生活用品としての工芸品を見たり手にしたりす
る機会が減っている現実がある。工芸は全てではないが、
基本的には衣・食・住を中心とした身の回りの生活用品
を作ってきた。着物や食器、家具等である。それらのも
のが今は安価な大量生産品に代わってきているのである。
　そうはいっても生活空間のあらゆる場所に工芸品はま
だまだ多く存在しているのだが、それらを意識し、大事
にしながら楽しむような生活の有り様がどんどん少なく
なっている。
　③については単純で明快である。世の中が豊かになり、
いろいろな物が豊富にあるからである。昔は皆が貧しく
大人は日用品を、子どもは遊び道具を自分たちで作った
り、修理をしたりせざるを得なかった。今はお金を出せ
ば何でも買うことができる。生活の中で使う物を手作り
することで素材についての理解も深まるし、目的に合っ
た道具の選択や技術が身につくが、社会が豊かになるこ
とでそのような経験をする必然性が失われてしまった。
工芸科教育の諸課題
（H.30「美術･工芸科教育法」授業風景）
（H.30「美術･工芸科教育法」授業風景）
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３　本学の実態から
・講座名に関して
　「美術・工芸科教育法」は2016年度までは単に「工
芸科教育法」であった。本学のシステムとして、中学校
美術の免許取得に工芸科教育法が必履修なのでこのよう
な名称に変更したと思われるが、どうもしっくりこない。
言うまでもないが工芸の名称がつく科目は高校だけにあ
るもので中学にはない。
　講座名に高校の科目である「工芸科」が入っているに
もかかわらず、受講している学生の中には中・高美術の
免許だけを取得し、高校工芸は取らない学生が一定数い
る。中学でも工芸の内容は学習するが、それはあくまで
も美術という教科の枠内でしているものなので、美術科
教育法で絵画や彫塑、デザインなどとの関連の中で指導
されるべきものであると考える。
　ただ一部の大学にもあるように、中学校美術、高等学
校美術、高等学校工芸をそれぞれ独立して履修させると
シンプルで分かり易いが学生の負担が大きくなるという
デメリットもある。美術、工芸関係なく学生を指導する
という観点からも、今のように中学校美術の免許取得に
工芸科教育法の履修を必要とさせるのはよいとしても、
同時に高等学校工芸の免許も取得することを条件とする
ことはできないだろうか。
・教育環境の充実を目指して
　工芸基礎実習は高等学校工芸と中学校美術の免許取得
のために必履修科目となっていることから、教職課程に
も関係のある重要な講座である。また、「美術・工芸科
教育法Ⅱ」も指導案を作成するために実際に実習をしな
がら教材研究をしていく。しかし、実習における条件整
備が十分とは言えない。
　工芸の実習をするためには多くの道具や工具、設備が
必要である。現在、基礎表現演習や絵画基礎実習等と共
通の教室で実習をしているが、若干の電動工具があるだ
けで、その他の必要となる多くの道具や工具類は揃って
おらず、全て担当者個人の持ち出しである。また陶芸を
した場合、焼成するのに窯が必要となり、染色をした場
合は水洗いをするための水槽等が必要となるが、アート
クラフト学科やファッションデザイン学科との連携は皆
無である。それらの調整や連絡をどのようにしていくの
かというシステムも確立されておらず、課題の一つであ
る。
４　課題への対応
　新しい講座を担当してまだ１年目である。今のところ
は講座内容に慣れるのに精一杯で、まだ戸惑いながら
やっているのが実情である。ただ新鮮な感覚で感じたこ
とも多くあり、現段階での課題としてとらえたいくつか
の事柄を挙げてみた。これら諸課題については担当者個
人で対応できるものもあれば、大学が対応すべきものも
工芸科教育の諸課題
（H.30「美術･工芸科教育法」授業風景）
（H.30「美術･工芸科教育法」授業風景）
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ある。
　いずれにしても本稿で答えが出るものではない。来年
度１年をかけて工夫や改善を試みて、幾つかの提案のよ
うなものができればいいと考えている。
５　おわりに
　この２・３年で現役生や卒業生の教員採用試験の合格
者数が伸びてきた。全学生数の割合からすると僅かな数
字かもしれないが、大学の質を計る一つのバロメーター
になる事も確かである。更にいい人材を送り出すことが
できるよう、今後も努力したい。
　中学校や高等学校、特別支援学校等の教育現場は動き
も大きく、働き方改革の影響もあり変革の時期を迎えて
いる。現在、講師として働きながら合格を目指している
者も含め、教師として日々奮闘している本学の卒業生が、
普段接している児童生徒たちに更にいい教育ができるよ
う、そしてそれぞれが目指す教育の理想に一歩でも近づ
けるよう頑張ることを願って本稿の終わりとする。
工芸科教育の諸課題
（H.30「美術･工芸科教育法」実習作品）
（H.30「美術･工芸科教育法」実習作品）
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美術科教育におけるプロジェクト学習と
ノンバーバルコミュニケーションゲーム
　基礎教育センター 特任教授　浅場　正宏
はじめに
　１０年ごとの学習指導要領の改訂で新学習指導要領の
内容が小学校、中学校、高校ともに示された。全教科に
わたって改定の趣旨は「何が身につくのか」「どのよう
に教えるのか」明確にしなさいということであるようだ。
この「明確に」という改訂の背景にはこれまでが明確で
なかった、曖昧であったということを示しているのでは
ないだろうか。今回の改訂では美術科教育において何を
どのように教え、身につけさせるかを明確にすることが
求められている。
　かたや今日の美術のありようを見ていると近代的な絵
画や彫刻という枠を超えて、あらゆるものが美術の範疇
に入って来るといった、美術の境界線のあいまいさが露
呈してきている。また、作品は個人で作る物という概念
を超えて、芸術祭など地域や他者と連携した双方向での
作品づくりも進められるようになってきている。こうし
た美術科教育をとりまくアートの状況の変化に応じて美
術科教育にも変革が求められるところではあるまいか。
　本稿はこうした教育界と現代美術の二つの状況をふま
えつつ新たな美術科教育の方向性、可能性を見出すため
の手掛かりになればと考えている。
１　コラボレーション　アートプロジェクト　アクティ
ブラーニング
　今回の学習指導要領によれば「主体的で対話的で深い
学び」が求められなければならないとしている。
　OECDの実施したPISAの学習到達度テストの結果を鑑み、
日本人の若い世代の学力が知識偏重主義で読解力、課題
解決能力に欠けることが指摘されてきた。そうした流れ
の中で養育に自らすすんで課題解決していく能力が求め
られるようになってきている。いわゆる「ゆとり教育」
の反省をもとにした反動としての百マス計算に代表され
るような「知識偏重主義」「基礎能力偏重主義」を超え
て、アクティブラーニングの視点からの教育がいわれる
ようになった。アクティブラーニングは大学教育の中で
いち早く取り上げられ、企画を目的としたプロジェクト
学習の必要性も言われるようになってきた。アクティブ
ラーニングが高校以下公教育の中に取り入れられ、公教
育でも、主体的な課題解決能力をつけるために授業の中
で話し合いをしたり、活発に意見を交わしたりする授業
が行われるようになってきたが、あまりにもアクティブ
で活発な学習活動の部分が強調されすぎて、活発に意見
を交わし面白い授業であったが、結局授業で何を学習し
たのかわからないということも指摘された。文科省もア
クティブラーニングのアクティブをことさら強調するの
をやめ「主体的で対話的で深い学び」と表記を変え「ア
クティブラーニングの視点に立った学びの方法」という
言い方をとるようになった。今回の学習指導要領によれ
ば「主体的で対話的で深い学び」が求められなければな
らないとしている。
　一方、越後芸術祭、瀬戸内芸術祭をはじめとして丹波
芸術祭など、にここ10年ほどで芸術祭という取り組みが
盛んにおこなわれるようになった。北川フラム氏をはじ
めプロデユーサー、キューレータが企画したアートプロ
ジェックトが街おこし、村おこしの原動力として期待さ
れ、地方活性化につながっている。その中で多く見られ
るのが廃校となった学校や、町屋を美術館やアートその
ものにしてしまう取り組みである。芸術祭の中では盛ん
にワークショップが企画され、それに参加した人たちの
作った作品を作品の一部としてプレゼンテーションされ
ているものもある。こうしたワークショップの在り方は
美術教育においても参考になる部分が多い。
　さらに、作品の概念も近代的な従来の作品のイメージ
とは異なり個人製作のものもあれば、「コラボレーショ
ンされたインスタレーション」という多くの人がアート
にかかわって作品にしていくということが普通に行われ
つつある。かつて近代的な作品といえば工房などで作ら
れたとしても、誰々作という個人の作品であることが強
調された。美術教育においても個人で作品制作に打ち込
むというのが、これまで普通に行われてきた美術教育で
あったといえよう。
　ともあれ、社会に製品を送り出すことを目的としたデ
美術科教育におけるプロジェクト学習とノンバーバルコミュニケーションゲーム
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ザイン教育を考えれば、もともと製品が出来上がるまでは
多くの人の関与していることを前提にしている。にもか
かわらず、デザイン教育においても個人における作品作
りがひたすら美術科教育として行われてきたのが現状で
はないだろうか。今、美術教育はそうした個人の作品作り
教育だけでなく、人とのかかわりで作品作りを進めるこ
とをも視野に入れなくてはいけないというところに来て
いるのではないだろうか。
２　「高い塔をつくる」
　そうした「主体的で対話的で深い学び」「アクティブラ
ーニングの視点からの学び」を視野に入れながら複数名
で取り組むプロジェクト学習を試みたのが「高い塔をつ
くる」である。高校生と教職課程を選択した大学生を対象
として実施した。
　制作の材料：A４もしくはA３の再利用上質紙５００枚
　　　　　　　話し合いのための用紙：半切の模造紙　班
　　　　　　　に１枚
　用　　具　：ハサミ　班に１つ、
　　　　　　：半切の模造紙に書くためのカラーサイン
　　　　　　　ペン各自１本以上
・いくつかの班に分かれて高い塔をつくることを競い合
　う
・塔は高さが最も高い状態で１０秒間その高さが保持で
　きれば良い。メジヤーで高さを測る。
・接着のためのテープや接着剤等は使用しない。
・接合と紙を立たせるための工夫がいる
・話し合いの間だけ言葉は使えるが、制作にかかったら言
　葉を話さない（２校目の高校、大学生ではすべての制作
　過程で言葉を使えないことにした）
・話し合い用の半切の模造紙は何を書いてもよいしコミ
　ュニケーションとして文字を使うことはできる。
・ボディーランゲージは使ってよい
以上のような条件で、まず制作の前にどのような作り方
をするか班で話し合いをさせた。（最初高校ではこの部分
だけ声を出して話し合いをしてもよいことにした。）話し
合いの痕跡をできるだけ模造紙に残すように指示した。
美術科教育におけるプロジェクト学習とノンバーバルコミュニケーションゲーム
▼話し合いの痕跡を文字と絵にしたもの ▲写真１
▲写真２　　　
▼写真３
　最初私の方では２～３枚の紙を重ねて切り込みを入れ
つなげそれを丸めてくしゃくしゃにつなげた長いロープ
のようなものを作りアーチ状にして重ねて塔をつくるこ
とを考えていたのだが、生徒たちの考え方は全然違って
いて、多様な展開を示し、指導者である私自身の発見も多
くあり面白い取り組みとなった。
　まず二つの高校で模擬授業として実施した。
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積んでいくユニットの作り方は様々であるが、Ａ４の紙
を縦に４つに追って差し込みながらユニットをつくる班
があり、当初予想しえなかった発想だと感心した。（写真
１）ある班はトランプで作るタワーのようなものを始め
たがなかなか高くならないのと、土台を大きくしておか
なければならなかったこと気づき、途中でやり直しをし
ていた。（写真２）また、普通塔をつくるといえば上がと
んがった円錐ユニットを考えがちであるが、上に広がっ
た円錐を反対にしたユニットを考えてそこに軽い棒のよ
うなユニットを差し込んでいく手法がとられ、その発想
に驚かされた。（写真３）２つ目の高校では話し合いの時
間も言葉なし（筆談）で行った。
　教職課程大学生を対象にも実施した。すべての制作の過
程を話しことば無しで行った。
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実施した後にアンケートを用意しておいて答えてもらっ
た。同時にそれを元にして、ノンバーバルで塔を作ってみ
た感想等を班ごとにシェアリングするようにした。
以下はアンケートの問いかけ項目である
　１　作る前の班での話し合いを振り返って感じたこと。
　２　「高い塔をつくる」をやってみて困ったこと。
　３　無言で塔を班ごとに作って感じたこと。
　４　班の中で役割分担について感じたこと。
　５　「高い塔をつくる」をやってみて感じたことなど
　　　を自由に書いてください。
　６　今日作ったものはアートか？
　　　　　なぜそう思ったのかその理由
６番の問いに対して多くがアートであると回答していた
のに対してアートでないと答えたものの意見を上げると。
・自分の中でアートは、絵画のことだと思っているから今
　つくったのは、オブジェや建築になると思う。（高校生）
・やりたくてやった事ではないから。（高校生）
・ただ高くすることしか考えなかったから。（高校生）
・アートより建築だと思った。（高校生）
アートであるという意見の中の１つを上げると
・塔を作りましたが完成したものを見るとなんだか植物　
　のようにも見えて、アートだと感じました。私たちをは
　象徴するオブジェのようにも見えました。（大学生）
３番の問いに対して
・とても楽しかった。小学生に戻ったような気持ちだった。
　頭を使うし、体を動かすため、良い気分転換になった。
　四月の新しいクラスに変わったときに、美術の授業でや
　ると、生徒の仲がぐっとよくなると思う。（大学生）
　　高校では模擬授業ということもあり「高い塔をつく
る」を行った後「塔」とアートの行方と題した簡単なレジ
当日一番高い塔2m10cm ▲
− 31 −
神 戸 芸 術 工 科 大 学 『教職課程年報 2018』
美術科教育におけるプロジェクト学習とノンバーバルコミュニケーションゲーム
ュメを配って講義をした。バベルの塔、エッフェル塔、第
三インターナショナル記念塔を挙げて塔にまつわる話を
した。続いてバウハウスの話をしながら建築とデザイン
の話をした。そうして現代美術におけるオブジェの話を
しながら今作ったものがアートかという問いかけにつな
げた話をした。
３　チームビルディングゲーム、ノンバーバルコミュニ
ケーションゲーム
　「高い塔をつくる」という題材を考えるに至った元に
はコミュニケーションの在り方を学ぶセミナー等で実施
されているチームビルディングゲーム、ノンバーバルコ
ミュニケーションゲームが参考となっている。チームビ
ルディングゲームとは文字どおりグループ、組織作りの
ためのゲームで、よく実施されているのはフリスビーや
フラフープの輪をみんなで人差し指を使って運ぶといっ
たものや、ビールケースの台の上に多くの人数で乗ると
いったもので、チームワークづくりの為の体験型学習で
ある。
　ノンバーバルコミュニケーションゲームは話し言葉を
使わないことでコミュニケーションの在り方を考えるた
めのものである。二つのゲームの要素を組み合わせたも
のもありそのカテゴリーの分別は定かでない。最近はこ
のゲームの素材や方法をパッケージングしたものを教材
化してネットで販売していたりする。
　そのうちの代表的なものを、学級づくりの教材として
教職課程を選択している大学生を対象に実施したので、
簡単に紹介しておく。
　５～７人のグループに分かれ個人がタングラムのよう
な図形の切片を４枚ずつ持ちノンバーバルでその切片を
渡しあいながら皆がそれぞれ１つの同じ図形を共有する
というもので、本によれば元々は十字架をつくるという
ところまで行くものだそうだ。注意すべきは人の切片を
取りに行ってはだめであくまで自分から相手に渡すこと
しかできないという点である。
　私が初めてこのゲームを体験した時に感じたことを述
べておく。まず、なるほどこの図形を作ればいいのだと気
が付いたとき、ひらめきの喜びを感じたこと。気付いた自
分に優越感を感じたことである。ゲームを進めるにあた
って自分のところにできた図形をいったん崩さなくては
ならないことに気が付くのに長い時間がかかってしまっ
た。「皆何をしているのだ。早く気づけよ」という愚かな
自分の優越感と、結局自分の図形を誇示していたがため
に、皆が図形共有することの障害になっていることに気
が付いた時の反省。結局私の優越感が障害になっていた
のかと気が付いた時に恥ずかしい思いをした。
　ゲームの後感想を班ごとにシェアリングした。同時に
感想を書いてもらった物中から２つ感想を示しておく。
・とても難しかった。一度できた形を崩すということがな
かなか勇気がいることだと感じた。１人で考えていても
わからない時は、わからない図形を相手に渡してできた
形をもらう。図形が得意な人が形にする。どんどん図形
を回していくとすべてのパーツが形になった。1人で考
えていても進まないから、それをみんなで考えて、でき
る人、得意な人にまわしていくことは仕事においても大
切なことだと思うので、このゲームから学ぶことはたく
さんあると思う。
・違う人に紙を4枚以上渡す事で先に考えて貰った。違　
う人が作った図形を見ることで、同じ図形が作れるか
見ながら考えた。言葉が使えない分、まず違う人の考え
を理解しようと見ていた。
　ノンバーバルコミュニケーションゲームは体験するご
とにいろいろな気づきがある。コミュニケーションの在
り方を考える上で面白い教材と成り得る。その他のノン
バーバルコミュニケーションゲームには、２人で黙って
１つの画面に絵を描くというのもあり、美術教育にとっ
てアクティブラーニングの視点からの教材開発の参考と
なるものが多くある。
　
４　課題と今後の展開
　本稿で示したかったのは昨今作品作りというのが個人
のものではなく多くの人が関わるものになってきたとい
うこと。芸術祭では地域の人、村の人とかかわっていくこ
と。そんな現代美術の在り方を踏まえ、皆で企画し、作り
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上げていくというアートプロジェクトを美術教育の中に
も取り込んでいく必要があるということ。それにはノン
バーバルコミュニケーションゲームが参考になるという
ことである。
　アートプロジェクトに関しては大学でかなり以前から
取り入れられてきたものと思われる。特にデザイン教育
においては本来組織的にプロジェクトに取り組むことが
前提となっていて、ずいぶん古くから取り組まれてきて
いる。それでも、小学校、中学、校高等学校などでは、ま
だまだというところではないだろうか。
　小学校では「造形あそび」が新学習指導要領でも取り上
げられていている。特に低学年では遊びと美術の境界線
があいまいな部分を、感覚を育てるということでもりこ
まれている。プロジェクト学習も低学年では遊びと近い
部分があるかもしれないが。中学校、高校となるとそれだ
けではない。育てられるのは「感覚」だけではなくもっと
「知的」な部分であろう。「楽しい」だけではなく、知的
な「面白さ」を意欲へとつなげながら、「深い学び」へと
招くものにしていかなければならない。
　先日大学の生徒たちの教育実習を参観、指導させても
らう機会があった。多くの生徒の題材となっているのが
ピクトグラムやロゴやマークの制作であったりする。し
かもそれを画用紙に絵具で描かせている。させているの
が大学でビジュアルデザイン専攻の生徒たちである。教
育実習の生徒に聞いてみた。溝引きをしたことがあるか。
平滑に平面に色をむらなく塗るにはどのように筆を使え
ばいいか。絵具の混ぜ方水の分量。パレットの使い方。習
ってこなかったかという問いに、習ってこなかったと答
えている。今、デザインの仕事はほとんどがPCを使って行
われていて、絵の具と筆で格闘することが無くなってい
る。ピクトグラムやレタリングにおいては筆を使うなど
ほとんど意味がなくなってきているのではないか。だか
ら、芸術大学の生徒であっても圧倒的にそういう体験が
少ない。授業中生徒がパレットから画用紙まで筆を運ぶ
際に、ぽたぽたと画面に絵具を落としていて汚していて
も、気にもせず、また指導方もわからないということが
起こっているのではないだろうか。にもかかわらず、絵
具と筆を使ったデザイン教育をしているというのはなぜ
か。小学校ではまだＰＣの環境が整っていないというの
が大きな理由でもあると思うが、デザイン教育の構造が
はっきりしていて、パケージとして指導しやすくできて
いるからではないか。だから安易にデザイン教育に頼っ
てしまうのではないだろうか。しかし、現実として溝引き
はデザインの現場ではほとんど必要なく、デザイン教育
という範疇では絵の具と、筆との格闘は意味をなさなく
なってきているともいえる。
　ではどこでどのようにそのような事を教えるのか。絵
の具と筆との格闘はやはり絵画の問題であろう。だから
新たな絵画教育を基にした美術教育が目指されるべきで
はないか。「ドゥローイング教育」や「ペインティング教
育」から始まる美術教育を新たに組み立てていく必要が
あるのではないか。これについてはまた改めて述べてみ
たい。
　今回は複数人数で「高い塔をつくる」というプロジェク
ト学習の試みを紹介した。チームビルディングゲーム、ノ
ンバーバルコミュニケーションゲームがプロジェクト学
習のたいへん参考となることを理解していただければと
思う。まったく新しい教材を考えることでなくても、こ
れまである教材をアレンジすれば、立体だけでなく平面
でも面白いプロジェクト学習が展開できるのではないか。
例えば前述した「百マス計算」ではなく「百色混合」と
いうことをやって見るのはどうか。横軸と縦軸とを別の
者が担当しそれぞれが５色程度のパステル、あるいは色
鉛筆をもって、白かグレーの紙に混色を２人でしていく。
マスや枠を無くして混合する色の大きさや形も自由にし
て取り組めば面白い作品作りができそうではないか。
　中には作品づくりは本来個人で取り組むべきものでは、
という意見もあるだろう。私もどちらかというとそれが
美術教育の王道ではあると考えている。よく考えれば、個
人でとり組む作品制作の場合においても。頭の中で何人
かの自分が「どのようにすればよいか」意見を交わしてい
るのではないだろうか。プロジェクト学習は他者を意識
して、対話的に考えさせるのにはいい機会となる。美術
教育の一部に加えていくことは意味のあることだと思う。
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美術科教育法における学習指導案について
　アート・クラフト学科 准教授　谷口 文保
１、はじめに
　美術科教育法Ⅰ（担当教員：筆者、浅場正宏）では、
「学習指導案の作成方法の習得」を重要目標として掲げ
ている。（註1）本稿では、美術科教育法Ⅰにおける学習指
導案作成の指導方法やその改善の取り組みを報告する。
２、美術科教育法Ⅰにおける学習指導案
　中学校学習指導要領解説では美術の指導計画の重要性
について、「題材など内容や時間のまとまりを見通して、
その中で育む資質・能力の育成に向けて、生徒の主体
的・対話的で深い学びの実現を図るようにすること」（註
2）と示されている。それは、年間計画から個々の授業計
画まで幅広い。学習指導案は、こうした指導計画の一部
であり、授業の題材や指導課程に関する計画をまとめた
ものである。
　美術科教育法Ⅰにおいて学習指導案は、模擬授業と並
んで、最も重要な課題である。学習指導案は、一般的に
教育実習や研究授業、研修等で作成される。その内容は、
「題材」「題材設定の理由」「目標」「評価基準」「指
導計画」といった題目の計画と、「本時の指導課程」で
構成される。（図1）
図1）学習指導案（谷口作成、2016）
　教育実習において、実習生は担当教員の指導の下、学
習指導案を作成しなければならない。そのため、教職課
程履修学生は、学習指導案の考え方や書き方を、教育実
習に行くまでに必ず身につけなければならないのである。
３、学習指導案の作成指導
　本章では、指導案の作成方法の要点を記述する。
3-1　「題材」
　本欄には、題材のタイトルを記載する。タイトルは主
題と副題で構成し、材料や技法、表現のジャンルやテー
マ等を簡潔に表記する。例えば、「水彩による想像画の
制作　～行ってみたい場所～」「石膏直付け技法による
彫刻の制作　～手の表現～」「不透明水彩絵具を用いた
ビジュアルデザイン　～オリジナル絵文字をつくろう
～」等のように、授業概要が具体的に予想できる明解な
タイトルを作成する。
3-2　「題材設定の理由」
　題材は、美術科の年間計画や、生徒の学習状況（美術
に関する知識、技能等）を基に設定する。また心身の発
達段階、学校や地域の課題等を考慮しながら、生徒一人
一人の社会性を育み、人間的成長の促進を目指して設定
することも多い。簡潔に記述するためには、美術の授業
の意義や役割をしっかり考え、整理して記述することが
重要となる。
3-3　「題材の目標」
　本欄には、題材の学習を通して生徒が身につける知識や
技能等の目標を記述する。学習指導要領には、「美術の
学習への関心や、意欲、態度に関する目標」「表現に関す
る目標（発想や構想の能力、創造的な技能）」「鑑賞に関
する目標」と3つの視点が示されている。（註3）本授業では、
「表現や技能に関する目標」「鑑賞に関する目標」「その
他の目標」に分け、3つ程度に絞るように指導している。
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3-4　「題材の観点別評価基準」
　本欄には、授業の評価基準を記述する。評価基準は、
「関心、意欲、態度」「発想や構想の能力」「創造的な技
能」「鑑賞の能力」の4つの観点で整理する。（註4）指導案
全体の一貫性を担保するために、「題材の目標」と「題材
の観点別評価基準」との整合性の確認も行う。
3-5　「指導計画」
　本欄には、授業の流れを課題説明、制作、仕上げ、鑑賞
等に分け、それぞれの所要時間を加えて記述する。受講生
は、実際に授業を行った経験がないため、制作に必要な時
間の予測が難しい。そのため、必要に応じて教員が具体的
な助言を行う。
3-6　「本時の指導課程」
　本欄には、授業1コマ（50分間）のタイムテーブルを作
成する。横方向に、「時間」「学習内容」「主な学習活
動」「指導上の留意点」「評価基準」の記入欄を設け、縦
方向に時間に沿って授業の展開を表記する。
　「時間」は、分刻みで計画を立てる。「学習内容」は授
業の進行を記述する。導入、展開、まとめ等を適切に時間
配分する。「主な学習活動」には、生徒の活動内容を記入
し、「指導上の留意点」には、指導の要点を記入する。ま
た、「評価基準」には、観点別評価基準を基に、授業中に
観察すべき場面や評価対象等を明記する。　
　受講生は、こうした計画を緻密に検討していくことを通
して、中学生や高校生の知識、技能、思考、行動等を具体
的に想像する。その作業を通して、受講生は教師の視点か
ら授業全体を俯瞰的に構想する力を身につけていく。
４、作成指導の新たな試み
　学習指導案の作成において、題材の検討は重要である。
多くの受講生は、各自の専門分野を活かした題材に取り組
む。これまでこの段階で、何か特別な条件や指示を出した
ことはなかった。しかし、今年は「受講生自身が中学校、
高等学校在学中に体験した授業で、楽しかった題材や印象
的な題材を思い出して、それを基に学習指導案を作成す
る」ように指示した。
　この条件によって、受講生の取り組む題材は、実際に学
校で授業として成立している題材に絞られることとなる。
受講生は、生徒の立場で充実感や達成感を感じた題材を、
学習指導案の作成という視点から思い起こし、分析し、再
構成する。この指導案作成を通して受講生は、具体的な授
業風景を想像しながら指導案を検討し、指導を受けた教師
を思い浮かべながらその授業のねらいや工夫を深く理解し
ていく。
　受講生は、中学生、高校生を実際に指導した経験がない
ため、題材選びで躓くと、指導案を実現可能なものに仕上
げることが難しくなる。今回の取り組みによって、受講生
にオーソドックスな題材を選択させ、それを現実的な指導
案に仕上げさせることができた。結果として、今年はほと
んどの学習指導案が現実的で実現性の高いものに仕上がっ
た。さらに、その指導案に基づいた模擬授業も例年以上に
充実した内容になった。
５．まとめ
　中央教育審議会の2016年度答申に基づいて、新しい教育
課程への移行が進んでいる。本学の美術科教育法Ⅰの授業
も、新しい学習指導要領に沿って授業内容の改善に取り組
んでいる。さらに授業の発展と充実を目指したい。
註
1）神戸芸術工科大学教務課編「CAMPUS GUIDE 2018」2018
年、456頁
2）文部科学省「中学校学習指導要領（平成29年告示）解
説　美術編」2018年、116頁
3）文部科学省「中学校学習指導要領解説　美術編」2008
年、30頁
4）平成29年告示の学習指導要領では、「関心、意欲、態
度」に関する記述が無くなった。同1）51頁
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教職課程履修学生の適性の確立と教職面談
基礎教育センター 教授　津田　徹 
１　はじめに
　本学では、4 年次後期の土曜日に「教職実践演習」（2
単位・15 回の授業）を行っている。「教職実践演習」は
平成 18 年の中央教育審議会答申「今後の教員養成・免
許制度の在り方について」の中で提案され、平成 20 年
中に法整備がなされ、平成 21 年度から制度化されたも
のである。先の答申では「教職実践演習」の目指すべき
方向として、教員として求められる４つの事項（１、使
命感や責任感、教育的愛情に関する事項、２、社会性や
対人関係能力に関する事項、３、幼児児童生徒理解や学
級経営等に関する事項、４、教科・保育内容等の指導力
に関する事項）を含めることが妥当であると触れられて
いる。
　本学においても、教育実習終了後、いわば教職課程の
総仕上げとしてこの教職実践演習が位置付けられ、教職
課程を履修する学生（以下、学生と略す）が今後の社会
の変化に伴う多様な教育問題や教育構造の理解やそれら
への対応、さらに期待される教師の役割などを確認ない
し理解し、教師力を高めることをねらいとしている。そ
のため本学の教職実践演習では通常の内容に加え、複数
の学校訪問を取り入れ、多様な形態の学校運営の実践を
見学させていただくことにより、教育実習期間中には体
験しえなかった側面を新たに学び取る機会を設けている。
とりわけ特任教授の先生方には学校訪問の企画・連絡・
調整を担って頂いており、これらの回の授業については
他の大学では恐らく類例がないユニークな特色ある授業
内容を含んでおり、学生の感想も好評である（授業後の
アンケートから「貴重な学びを経験することができた」、
「これまでの学びと実践とを関係づけることができた」
「これまでの教職の講義方式の学習を補完したり、それ
とは異なる新たな知見や現場の苦労や工夫を理解するこ
とができた」等という意見が寄せられている。）。
　また他大学とは異なる本学の教育実践演習の特徴の二
つ目として教職面談を取り入れている点を挙げることが
できる。本学の教職実践演習では、教職実践演習の内容
を充実させるため、教職課程の専任教員（特任教授 3 名、
専任教員 2 名の合計 5 名）によって、学生を各学年終了
時に教職面談を実施し、教職課程履修カルテの内容を確
認し、具体的な内容項目にしたがって面談を行っている。
この面談から得られる様々な教育的情報は、学生にとっ
ても学修上の気づき、学びの得意不得意などの確認や成
長・低下の確認、そして教職課程履修を行う上で面談担
当教員からのガイダンス的な機能を果たしており、指導
教員にとっても教職実践演習のみならず、日々の教職課
程の授業や運営において活用できるものである。教職面
談の実施は、本学のように比較的小規模の大学では可能
であるが、大規模の大学では現実的には困難であると思
われる。この面談の教育的効果は非常に大きい。
　例年、教職課程履修者が 1 年次は 60 名前後、2 年次は
30 ～ 40 名前後、3 年次は 25 ～ 35 名前後、4 年次は 20
名前後である（もちろん、年度によって多少増減が見ら
れることもある）。本学では 7 学科すべてにおいて教職
課程の認定を受けており（環境デザイン学科及びファッ
ションデザイン学科が高校の工業科、プロダクト・イン
テリアデザイン学科、ビジュアルデザイン学科、映像表
現学科、まんが表現学科、アート・クラフト学科が中学
校の美術科、高校の美術科、高校の工芸科の免許状の認
定を受けている）、学科の専門教育と並行して教職に関
する学修を行っている。各先生方のご協力を頂きながら、
教職課程の運営がなされ、教職担当の教員をはじめ、各
学科の教員の方々、また事務組織の協力を得ながら、大
学全体として教職課程を有機的に効果的に運営ができる
よう努めている。
２　教職課程履修学生の近年の傾向
　教職課程を履修する学生の動機は様々である。普段、
学生は授業に出席し、授業内外でのさまざまな学習や課
題手続きのなかで担当教員とのやりとりが発生する。そ
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れは両者にとって時間的に言っても場所的に言ってもか
なり限定されている（授業内での一人ひとりの学生の履
修状況を確認することは困難であり、また場所的にも他
の学生のいる目前で教職課程履修の動機や関心のある分
野などを聞くことは限定され事実上不可能であるため、
定期的に面談や指導の機会があることも望ましいが、教
員側、学生側の予定が一致しないなど現実的には厳しい。
但しオフィスアワーはもちろん、普段から担当教員の研
究室を活用する学生は多い）。筆者は、教職に関する科
目のうち、講義形式の授業を担当することが多いが、学
生を理解することについては間接的に理解することしか
できないのが現状であった。ところが教職面談によって
学生一人ひとりに向き合って十分な時間をとって面談を
実施してみると、学生の普段の教職上の興味や教育に活
用できる意外な能力などの側面を知ることができ、面談
実施後においては問題意識の多様性を聞くことができる
ようになった。
　近年の本学の学生の傾向としては多様な側面もみられ
ることが特徴である。多様とは、例えば教職を履修する
動機、教育問題に対する関心、教師という職業に対する
考え方、学校（教育）に対する認識など、多様な考えを
抱いているという意味である。特に教職を履修する動機
について教職面談ではいろんな動機が述べられ、消極的
な形で、あるいは場合によっては無気力に近い形や他律
的な形で教職課程を履修する学生もみられるのも事実で
ある。多くの学生はまじめで積極性が確認できたり、積
極的な学習態度が見られるなど評価すべき点がみられる
が、他方、なぜ教職課程を履修するのかという動機の点
については、「保護者との約束」「資格が取れるから」「教
職課程があったから」「就職だけでは不安だから」「親が
教育関係だから」などの理由が多いのが特徴である。も
ちろん、「子どもが好きだから」「教育にかかわる仕事が
したかったから」「入学当初から教師を目指して入学し
た」など、いわば教職を第一希望とする学生も少なくは
ない。
　そうした動機を学生がもち、学生のこれまでの教育歴
や創作活動、クラブ活動などを知らずのまま教職課程履
修学生を指導することが多かった中、教える側として
もそうした学生の教育歴を教職課程の履修に活用したり、
具体的な指示を与えたりする機会は、教職面談が取り入
れられる以前においてはあまりなかった。しかし、教職
面談が実施され、時間を一人ひとりに必ず取って具体的
に学生との対話を通して、さまざまなことを聞いてその
後の指導に役立たせることが可能となってきたように思
う。
３　教職面談の実際について
　本学では教職面談は、前年度の成績が正式に確定し
学生に成績発表がされた時期を見計らって実施される。
よって、時期としては 4 月上旬である。
　大学行事や新学期の授業の開始が重複するこの時期に
この教職面談を実施することは担当教員にとって正直多
忙を極める。しかし、その多忙や煩雑さを上回る教職課
程運営上の役割が期待できる。教職履修の届け出を行っ
ているすべての学年（新 2 年から新 4 年（4 年について
は後期初旬にも実施）の学生を対象とするため、人数と
してもかなりの規模となり、これを教職課程の教員で手
分けをして、担当学生を決定し、学生には予約を取らせ
て各担当教員と面談を実施する。その際、成績、履修予
定表、履修カルテを持参させ、これまでの履修の状況と
今後の履修予定、そしてこれまでの教職に対する認識度
合い、授業の様子（教職、専門学科いずれも）、授業の態度、
大学生活と教職課程履修の状況などを面談から明かにし、
必要な情報を記録として共有することができるようにし
ている。この情報の記録と共有については教務課の事務
職員の協力を得ている。
　面談実施後は、各自、面談結果や指摘を踏まえて履修
計画を修正し、履修登録を行い、無理のない形で教職課
程の履修を進めるよう指導している。またボランティア
に興味のある学生については、積極的に参加するよう提
案したり助言したりしている（本学では神戸市のスクー
ルサポーター制度と協定を締結しており、教職を目指す
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学生には面談時のみならず授業等機会を見出して推奨し
ている）。
　
４　教職面談の内容について
　教職面談では、主に次の項目を中心に口頭で尋ね、教
職課程運営に活用している。面談の冒頭に、面談の目的
を説明し、面談内容は、本学では教職実践演習での指導
に活用するため、担当教員間で共有することの了解を学
生から得ている。また、質問内容によっては学生への配
慮を要するものがある場合には配慮を行い、守秘義務が
生じる場合は当然厳守することとしている。
１　教職全般について
　（１）教職をなぜ志願するに至ったか
　 　①理由
　 　②志望の強弱の度合い
　（２）教職をいつ頃から志願するようになったか
　（３）取得を希望する校種と教科
　（４）教職科目を計画的に履修しているか
　 　①必修科目、学習状況など
　 　②「教育実習」の履修要件科目の履修状況
　（５）教職科目の成績について
　 　①高得点の理由（自己分析）
　 　②可などの低得点の理由（自己分析）
　 　③不合格についての理由（自己分析）
　（６）他学科の履修状況について
　 　①学科必修の履修状況
　 　②卒業を踏まえた履修状況であるか
２　教職課程と大学生活について
　（１）教職科目を履修するにあたって
　 　①遅刻・欠席など授業への参加状況
　 　②通学時間（特に教職関係の科目は１時間目が多
　　　 いため、実習期間中は遅刻は許されないため）
　 　③学科の課題と教職科目の課題との両立
　 　④教職科目の課題をこなせているか
　（２）アルバイトや課外活動（クラブ、サークル）と
　教職指導について
　 　①アルバイトはしているか（任意回答）
　 　②クラブ・サークル活動はしているか（任意回答）
　 　③子ども（学齢児童生徒）と関わる機会はあるか
　（３）ボランティア経験の有無
　 　①ボランティアをしたことがあるか
　 　　→経験ある場合、いつ、どこで、どのくらいの
　　　 　期間
　 　②ボランティア活動への興味はあるか
　 　③神戸市のスクールサポーターを紹介し、興味が
　　　 ある場合、紹介する
３　より実践的な教職の資質向上に向けて
　（１）日頃、教職についてどのような勉強をしていま
　　　 すか
　（２）教育実習に向けて準備はしていますか
　（３）教員採用選考試験に向けて準備はしていますか
　（４）教育時事問題に関心を持っていますか。
　（５）新聞・テレビのニュース、専門書などを読んで、
　　　 教員としての心構えや教育について考えていま
　　　 すか
４　その他
　（１）何か教職の履修を進める上で質問はありますか
　こうした各質問に対して、本学の学生は真摯に答えて
いる。ここから得られた情報を、本学の学内ネットワー
ク上の教職共有フォルダに記録し、実践演習をはじめ、
教職課程運営上において活用している（アクセス権限を
設定してセキュリティ対策を講じている）。
５　教職面談を形骸化させないために
　本学では、専門学科での学びとは別に、学生にはこの
教職面談の実施を通して履修動機、教職への意識の変化、
4 年間の教職課程・専門学科の履修状況、またそれらの
学習状況、子どもや教育へのかかわりの機会の有無、教
育実習への心構えや準備、将来の進路などを確認してい
る。昨今、アドミッションポリシー、カリキュラムポリ
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シー、ディプロマポリシーと教職課程の運営との整合性
や関連性が当然強く求められており、各学科との連携協
力や相互理解は欠かせない。
　教職面談においても入学前後、在籍中、卒業後と、学
生の教職課程の学修の時系列の流れと学科での学修との
関係をも確認し、免許取得への確かな指導と、問題に遭
遇した際に安易な方向に判断がぶれないように、最終的
には今後期待される教師像を考察させるようにしている。
また教員の養成・採用・研修の一連の制度の中で、大学
の教職課程が果たすべき役割について各教員間で理念を
共有し、授業はもとより、学生への指導や運営において
も質の向上を目指している。
　中央教育審議会の「今後の教員養成・免許制度の在り
方について」（平成 18 年）では、これからの社会と教員
に求められる資質能力として、「教員に対する揺るぎな
い信頼を確立し、国際的にも教員の資質能力がより一層
高いものとなるようにする」ことが求められている。さ
らに、教職指導の充実が求められている。教職指導の充
実とは、同答申によれば、「学生が教職課程の履修を円
滑に行うことができるよう、入学時のガイダンスを工夫
するとともに、履修期間中のアドバイス機能を充実する
ことが必要」とある ( 以上、姉崎洋一他編、『解説教育
六法 2018』、三省堂、2018 年、pp.1136-9 を参照 )。
　本学では入学時に教職ガイダンスを実施し、履修方法、
教職課程の授業の紹介、どのような計画で履修をすすめ
なければならないのか、教員採用選考試験の仕組み、卒
業後の進路状況などを説明する機会とし、履修開始直後
から相談体制を整備している。またこの時期は履修につ
いての理解困難な学生や教職に対する認識が具体性を帯
びることなく不足している学生も少なくないため、自由
に質問を受け付け、履修相談なども行い、計画的に着実
に教職課程を履修していくことができるよう指導を行っ
ている。
　また履修開始後の相談機能を果たすのが教職面談であ
り、その場では社会からの期待や学校、子どもを取り巻
く現状、教員を取り巻く現状を理解させ、自己の教職像
の確立につなげることができるように面談を通して指導
を行っている。
　このような本学での教職面談の試みは、一部において
指導上の介入の度合いが強いと捉えられるかもしれな
い。また大学生は本来自立的に行動し、自主的に学習す
ることが当然であるという考え方からも、こうした指導
は過分な指導と捉えられる側面を持っているかもしれな
い。しかし学校現場においては、緊張をもって、責任あ
る行動が求められている。そしてなによりも失敗は許さ
れない。緊張感のない実習生を学校現場に実習生として
送ることは、大学としてはできない。また社会からも教
員として期待される側面として、社会性、人間性、協調性、
専門性、行動力などを発揮し、自立して行動できる教職
像の確立が求められていることは言うまでも無い。
　ところが、教職面談を通して学生の本音が見えてくる
場合も少なくない。先に触れたように、教職課程の履修
動機として、他律的な動機、打算的な動機を率直に挙げ
る学生が多いのも事実である。例えば、「親が教職を履
修しなさいと言っているから」「デザイナーでは将来不
安だから」「資格を取っておくと将来不安定になった時
有利だから」などと言う例が挙げられる。だが、学校で
の現実や子どもを取り巻く現実を詳細に理解するように
なると、けっしてそのような理由（動機）によって教員
が務まるものではないことが理解できるようになる。
　現在、学校で発生している問題を教育者として理解し、
人間理解に基づく指導の展開や学級運営、学校運営が一
層強く求められている以上、教職面談を中心として、こ
うした根本的な態度や時には善し悪しを教えることは必
要であり、非常に重要になっていると筆者は考えている。
子どもの人間性を否定したり、いい加減な態度で教職の
授業を捉えていたり、偏った考えに基づき他者に迷惑を
かける態度は決して放置できない。事実、一部学生の認
識不足によって教育実習において問題が生じていること
があり実習校にご迷惑をお掛けしたことがあったため、
繰り返し指導することが重要であると考える。
　たしかに、時間的な制約があるため機械的になりがち
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な教職面談ではあるが、今後はたんに教職面談を行って
いくだけではなく、面談を通して教職としての適性の確
立を促し、学生の考えを十分に聞いた上で丁寧な指導を
心がけ、学生の職業選択としての教職（像）の確立にこ
の面談を役立ていきたい。
６　最後に
　ここで改めて教職課程における専門性について触れて
まとめとしておきたい。
　現在、厚生労働省編職業分類による職業の分類（正式
には職名）として、かつては 2 万 8 千とか、統合されて
2008 年には 1 万 8 千ほどの職業の種類が存在している
という ( 参考、労働政策研究・研修機構編、『第 4 回改
訂　厚生労働省編職業分類　職業名索引』、2011 年 6 月、　
p.3。)。また、職業安定所などで活用される分類項目と
して、上記の分類が活用されているようであるが、教員
は、11 ある大分類の項目のうちの「B　専門的・技術的
職業」に入り、さらにその中に見出される 20 の中分類
のうちの１つ「教育の職業」として位置づけられている
（参考、広岡義之編、『はじめて学ぶ教職論』、ミネルヴァ
書房、2017 年、3 頁）。
　他方、周知の通り、教師の専門性については、教育基
本法第 9 条に「法律に定める学校の教員は、自己の崇高
な使命を深く自覚し、絶えず研究と修養に励み、その職
責の遂行に努めなければならない。」と記され、絶えず
「研究と修養」とが課せられ、「職責の遂行」の義務も求
められている。
　数多くある職業のうち、教職を目指すことの意味は、
学生にとって改めてどのような意味をもっているのだろ
うか。
　教職面談では、学生の教職課程履修の率直な動機と、
今後求められる教員の在り方や、教職の実際性について
往還させながら、学生の教職への適性の確立を目指して
いければと考えている。
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「新高等学校学習指導要領」と工業教育
基礎教育センター 非常勤講師　前田　学 
はじめに
　新学習指導要領については、幼稚園、小学校、中学校
については既に平成２９年４月２８日に改訂告示され、
高等学校については平成３０年３月３０日、学校教育法
施行規則の一部を改正する省令が公布されるとともに、
高等学校学習指導要領が告示された。
　今回の改訂は、平成２８年１２月２１日の中央教育審
議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別
支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等につ
いて（答申）」に基づくものであり、およそ９年ぶりに
全面改訂が行われた。高等学校は平成３４年度から年次
進行で実施予定となっている。
　以下に「新高等学校学習指導要領」と工業教育につい
て述べる。
１　改訂の基本的な考え方
　今回の改訂の基本的な考え方としては
➀ 教育基本法、学校教育法などを踏まえ、これまでの
我が国の学校教育の実践や蓄積を活かし、子供たちが未
来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成。
その際、子供たちに求められる資質・能力とは何かを社
会と共有し、連携する「社会に開かれた教育課程」を重視。
② 知識及び技能の習得と思考力、判断力、表現力等の
育成のバランスを重視する現行学習指導要領の枠組みや
教育内容を維持した上で、知識の理解の質をさらに高め、
確かな学力を育成。
③ 高大接続改革という、高等学校教育を含む初等中等
教育改革と、大学教育改革、そして両者をつなぐ大学入
学者選抜改革の一体的改革の中で実施される改訂。
が挙げられる。
　➀の「社会に開かれた教育課程」とは
(1) 社会や世界の状況を幅広く視野に入れ、よりよい学
校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を持ち、
教育課程を介してその目標を社会と共有していくこと。
(2) これからの社会を創り出していく子供たちが、社会
や世界に向き合い関わり合い、自分の人生を切り拓いて
いくために求められる資質・能力とは何かを、教育課程
において明確化し育んでいくこと。
(3) 教育課程の実施に当たって、地域の人的・物的資源
を活用したり、放課後や土曜日等を活用した社会教育と
の連携を図ったりし、学校教育を学校内に閉じずに、そ
の目指すところを社会と共有・連携しながら実現させる
こと。
を理念に掲げ、よりよい学校教育を通じてよりよい社会
を創るという目標を学校と社会とが共有し、それぞれの
学校において、必要な教育内容をどのように学び、どの
ような資質・能力を身に付けられるようにするかを明確
にしながら、社会との連携・協働により、その実現を図っ
ていくことを意図している。このため、今回の改訂では、
「何を学ぶか」だけでなく、「何ができるようになるか」や、
そのために「どのように学ぶか」までを見通した改訂と
なっている。
２　教育内容の改善・充実
　➀ 「何を学ぶか」については、「言語能力の確実な育
成」、「理数教育の充実」、「伝統や文化に関する教育の充
実」、「道徳教育の充実」、「外国語教育の充実」、「職業教
育の充実」、その他の重要事項として「情報教育（プロ
グラミング教育を含む）」、「子供たちの発達の支援（キャ
リア教育、障害に応じた指導、日本語の能力等に応じた
指導、不登校等）」などが挙げられている。その中で「職
業教育の充実」については
(1) 就業体験等を通じた望ましい勤労観、職業観の育成
（総則）、職業人に求められる倫理観に関する指導（職業
教育に関する各専門教科）。
(2) 地域や社会の発展を担う職業人を育成するため、社
会や産業の変化の状況等を踏まえ、持続可能な社会の構
築、情報化の一層の進展、グローバル化などへの対応の
視点から各教科の教育内容を改善。
(3) 産業界で求められる人材を育成するため、「船舶工
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学」（工業）等（他教科関係は省略）を新設。
　また、キャリア教育については社会的・職業的自立に
向けて必要な基盤となる資質・能力を身に付けていくこ
とができるよう、特別活動を要としつつ各教科・科目等
の特質に応じて、キャリア教育の充実を図ることを総則
に明記されている。
　② 「何ができるようになるか」については、育成を目
指す資質・能力として
(1)「学びに向かう力、人間性等」
　　どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送
　　るか
(2)「何を理解しているか、何ができるのか」
　　知識・技能
(3)「理解していること・できることをどう使うか」
　　思考力・判断力・表現力等
の３つの柱で再整理し、知・徳・体にわたる「生きる力」
を子供たちに育むため、「何のために学ぶのか」という
学習の意義を共有しながら、授業の創意工夫や教科書等
の教材の改善を引き出していけるよう明確化された。
　③ 「どのように学ぶか」については、「主体的・対話
的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、
学校教育における質の高い学びを実現し、学習内容を深
く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動
的（アクティブ）に学び続けるようにすることとした。
３　工業科改訂の要点
　前回の平成２１年改訂において、工業科の目標は、「ど
のようなものをいかに作るか」という能力を重視するな
ど、時代の要請に対応し改訂された。工業科においては、
これまでも関連する職業に従事する上で必要な資質・能
力を育み、社会や産業を支える人材を育成してきた。今
回の改訂では、こうしたことを踏まえ、従前の目標の精
神も受け継ぎながら、「工業の見方・考え方を働かせ、
実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、も
のづくりを通じ、地域や社会の健全で持続的な発展を担
う職業人として必要な資質・能力を育成することを目指
す」を教科の目標に示した。さらに、育成することを目
指す資質・能力として次の３点が示された。
➀ 「工業の各分野について体系的・系統的に理解すると
ともに、関連する技術を身に付けるようにする」
② 「工業技術に関する課題を発見し、職業人に求めら
れる倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に解決する力を養
う」
③ 「職業人として必要な豊かな人間性を育み、よりよい
社会の構築を目指して自ら学び、工業の発展に主体的か
つ協働的に取り組む態度を養う」
　産業界で必要とされる資質・能力を見据えて、➀には
「知識及び技術」を、②には「思考力、判断力、表現力等」
を、③には「学びに向かう力、人間性等」の目指す育成
を示した。
おわりに
　新高等学校学習指導要領について、紙面の関係で非常
に簡略した説明となったが、平成３４年度から年次進行
で実施ということから、本学の学生にとっては近い将来
のこととなる。前期の「工業科教育法Ⅰ」、後期の「工
業科教育法Ⅱ」においても新学習指導要領については講
義内容に含めたが、出来る限り講義内容は最新の情報を
取り入れ、時代の変化に対応できる教員の育成に努めた
い。また、日本のものづくり産業を支えるためにも工業
高校への期待は高まっている。その期待に応えるために
も教員の育成は不可欠と考える。
引用文献
・高等学校学習指導要領　文部科学省
　平成 30 年 3 月 30 日　告示
・高等学校学習指導要領解説　工業編　文部科学省
　平成 30 年 7 月
・工業教育資料　実教出版
　「高等学校学習指導要領の改訂と工業教育」
　文部科学省　第 381 号　平成 30 年 9 月　P7-11
「新高等学校学習指導要領」と工業教育

卒業生・学生による報告・記録
この章では、本学を卒業後、学校現場に携わる者３名、教員採用
試験を受験した者のうち２名、教育実習を終えた者のうち10名、
神戸市スクールサポーターを経験した者２名の報告を掲載してい
ます。
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先生という仕事
2012年度  デザイン学部  環境・建築デザイン学科　卒業生
　　　　　　　　　　　　　　　　　横山　大貴
　大阪市で講師として 4 年を経て、この度採用となりま
した。今振り返ると芸工生時代は、教員になる夢もなく
現実から 1 番遠い所にありました。私にとって教員の世
界は敷居が高く、先ずは民間企業での就職を目指し、そ
こで経験を積んでいこうと思っていました。
　民間企業では 2 年という期間でしたが、建設現場での
大変さや、やりがいなどを学べました。学校の授業だけ
では学べなかったそこでの経験が、今は教員として生徒
に進路指導をする際の自信になっています。民間から教
員へと転職しようとしたときは、新しい環境に変わるこ
とへの不安が強かったですが、絶対に自分の人生が変わ
るきっかけに繋がると思い、転職を決意しました。
　教員生活 1 年目は、私の想像以上に様々な仕事があり
とても大変でした。授業の準備をしないといけないと思
いつつ、校務分掌・部活動など、多岐に渡る業務があり
中々勉強の時間を確保するのが大変でした。また専門科
の教員として、放課後なども生徒から課題や進路につい
て様々な問い合わせが来るため、その応対をしていると
1 日が毎日あっという間に過ぎていきました。時には、
保護者・地域の方々とコミュニケーションをとり、問題
発生時や学校運営において、連携を図ることもしました。
そこで改めてこの仕事は、様々な声に満遍なく対応する
事が求められるのだと感じました。
　私の教員生活のスタート時は、不安だらけで毎日反省
することがありました。いくら勉強しても、自分が納得
いくまでの準備ができたという気持ちになれない事が多
く、失敗から反省し学ぶ事がたくさんありました。今は
そうやって少しずつ経験を積み重ねていき、まだその過
程にいます。私は教員とは、どれだけ経験を重ねても、
自分を高めていく必要のある仕事だと思います。その過
程の中で新しい発見があり、自分の力となって指導に活
かされてくると思います。
　そうした経験の中で、講師としての仕事をしつつ、合
間に採用試験の勉強をしていました。勤務時間中で授業
が無い時間帯でもやる事はたくさんあるので、勉強でき
るのは毎日少しの時間でした。そうやって試験に挑んで
も中々試験には通りませんでした。不採用の結果が出た
後は悔しい気持ちになり、試験の内容を周りの先生方に
相談し、来年度に備えるべく準備に勤しみました。
　そして今年、4 回目のチャレンジで合格が決まりまし
た。この結果は自分だけのものではなく、様々なアドバ
イスをくれた周りの先生方のお力があってのものだと思
います。来年度は、そういった素晴らしい先生方に少し
でも近づけるように、教諭として初心に帰り、学校現場
で働きたいと思います。
　仕事を続けていく上で感じた事がありました。生徒に
指導をする際に、ただ「駄目なことは駄目である」とい
うことを言うだけでは、生徒はこちらに振り向かないと
いうことです。指導をした上で、考え方や悩み方がそれ
ぞれ違う 1 人 1 人の生徒に、どうすれば最適な道が開か
れるのかを、寄り添って一緒に考える事が大事だと思い
ます。そうすることで、自ずと生徒と良い関係が築かれ
ていくという事が実感できました。
　現在、日本で教員のニュースが流れると、激務で大変
な状況である事がクローズアップされる事が多いと思い
ます。確かに大変な仕事というのは、事実だと思います。
私が現場で勤めて感じることは、教員の仕事は知識が必
要なのはもちろんですが、それ以上に人間力が求められ
ます。そして、これからの時代は、今まで以上に多種多
様な生徒を受け入れ、指導していかなくてはなりません。
そこを、ただ大変と感じて仕事をするか、自分が心から
率先して生徒と携わっていこうとするかで、モチベー
ションは変わってくると思います。仕事と休む時間のバ
ランスは難しい問題ですが、自分の仕事の取り組み方で
変わる部分もあると思います。
　現代は昔から続けてきた取り組みと、これからの新し
い取り組みの間にあると思います。この時代の変わり目
だからこそ、新しい時代に向けて教員として、切磋琢磨
し力を発揮していきたいと思います。
先生という仕事
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講師経験と教諭になるために
2015年度  デザイン学部  環境・建築デザイン学科　卒業生
　　　　　　　　　　　　　　　　　沖山　ひかる
　教員採用試験は、自分との戦いだと思います。自分と
いう人間をどれだけ理解しているのか、とても大事なこ
とであると試験を受けて感じました。
１）期限付講師として
　私は、大阪で期限付講師3年目を向かえました。1年目は、
右も左もわからず教務手帳の使い方から学びました。授業
は TT がほとんどだったので、色々な先生に指導をしてもら
いながら課題を考えたり、講評をしたり、採点をしたり教
師の仕事を勉強していきました。
　2 年目から現在は、自分の母校で教えています。この学
校は専門教科が多いので、座学や製図、模型の授業は、自
分も同じ授業で学んできたので、楽しみながら生徒たちに
教えています。実習は相手する生徒数が少なく、直接会話
や実践をしながら、手厚く指導ができるのでリアルタイム
でやりがいを感じることができます。
　授業だけでなく公務分掌の仕事では、生活指導部に所属
しており、学校行事や生徒指導など、直接たくさんの生徒
と関わる仕事なので、先生間のチームプレーというものが
必要になってきます。長期間にわたり準備をして、会議を
繰り返して行事を成功させます。裏でここまで動いている
のだと、教師になってから気づかされたことでした。
　このようにたった 3 年ではあるが、たくさんの経験を積
み重ねてきました。この経験が生かされるように、教員採
用試験に挑みました。
２）教員採用試験対策
　ある先生がこのように教えて下さりました。「面接は会
話、志望動機・自己 PR をしっかりと答えられることが重要
で、これが基本である」と、たくさんの人を試験に通して
きたその先生は仰っていました。この言葉を頭に留め、面
接試験の勉強を始めました。
　志望動機や自己 PR を１回自分で考えてみて、先生に添
削をしてもらい自分の話しやすいように文章を書き直し、
また添削と…何度も何度も繰り返してしっかりと固めてい
きました。自分としっかりと向き合い、理解することでだ
んだんとまとめていくことができました。セリフみたいに
覚えないこと、発言時間は 40 秒など、面接自体のリズム
を考えていきました。面接指導も何人かの先生や校長先生、
教頭先生などたくさんの先生方に指導をしていただきまし
た。１）でも述べましたが、私は期限付講師として 3 年の
経験が大きかったと思います。というのも、この経験があ
るからこそ、生徒の考えていることや、次どのような指導
が適切か、具体的な経験談を話すことができるので、とて
も有利だったと思います。新卒であれば、教育実習での経
験や、大学でのイベントやワークショップでの経験談など
の話を持ってくるといいと思います。
　やはり本番になれば、とてつもなく緊張しますし、周り
の人も緊張感いっぱいで全く落ち着きませんでした。就職
活動とは違う、1 年でたった 1 回しかない試験なので、よ
り一層気持ちが引き締まりました。この緊張感を集中力に
変えて、面接に挑みました。そして、合格を頂くことがで
きました。
３）これからの自分
　私は、「生徒のためにある教師でいたい」と思っていま
す。生徒のためにあるというのは、生徒の助けになる、生
徒に助言をすることができる距離で、指導を常にしていた
いと思っているということです。なかなか教師の仕事は忙
しく、心にゆとりがないので、時間を割くことは厳しいで
すが、生徒たちは先生がどんな人なのか、何に興味があっ
て、休みの日は何しているのか、言わば、芸能人のような
存在なのだと思います。しかし、このような遠い存在では
なく、こんなにも間近で勉強を教えているので、どんな些
細な話でもできるだけ聞くように心がけています。少しの
変化にも気づきたいと思っているからです。
　私は、たくさんの子供たちに建築はもちろんのこと、社
会で生きていけるように育てることが目標です。これか
ら毎年この目標を掲げて、教員生活を過ごしていきたいと
思っています。
講師経験と教諭になるために
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生徒と共に成長していく
2017年度  デザイン学部  プロダクトデザイン学科　卒業生
　　　　　　　　　　　　　　　　　浮田　康代
　私は公立の中学校で美術の常勤講師をしています。先
輩方のように社会人経験もなければ非常勤講師の経験もあ
りません。ついこの間までこの大学の学生でした。「中学校
の美術の先生」という非常に重たく感じるプレッシャーは
今まででありません。春から社会人として、そしてプロの
教員として中学生に授業を教えなければならない。参考書
を買い漁ったり、大学教授と教材研究をさせていただいた
りと、時間が許す限り準備はしましたが正直、不安で押し
つぶされるような毎日でした。
　もちろん私の授業はというと展開していくだけで精一杯
な状況です。自分のことで手一杯なので、もちろん生徒か
らは授業は面白くないと不評です。初任や女性ということ
もあり生徒になめられたりということもありました。泣き
はしませんでしたが自分自身の能力や努力不足がすごく悔
しかったです。
　しかし、その状況を救ってくれたのは生徒たちの笑顔と
先輩の先生たちの存在でした。授業はできなくとも部活動
や放課後、授業を通して生徒たちとコミュニケーションを
とることは一番大切にしています。思春期真っ只中の生徒
は家庭内でも複雑です。進路を目の前にした3年は特に。「先
生、今時間ある？」と来てくれる生徒は多いです。何もし
てあげられませんが解決策があるのなら一緒に探したり相
談に乗ったり全力を尽くしています。そうしていくうちに、
生徒たちから感謝されるようになりました。笑顔もたくさ
ん増えいきいきとした姿を見るとすごく嬉しいです。また、
先輩の先生方には授業を見てもらい、指導をしてもらいま
す。作品作りや、授業展開、公開授業、学校行事、テスト
制作、成績、公務分掌等初めてのことばかりで当然のこと
ながら失敗を繰り返しています。幸せなことに相談や悩み
事など気軽に話せる環境の職員室で仕事ができているの
で、厳しくもしっかりと助言してくださるベテランの先生
方や、温かくフォローをしてくださる先生方にいつも助け
られています。先輩の先生方は、みんな堂々としており生
徒が大好きで、授業も面白く、空いた時間は自分の休憩よ
り、行事などで撮影したムービーを編集したりとすごく生
徒想いです。
　教師側からすると、今年失敗しても来年頑張ればいいと
思えますが、生徒からするとこの中学校生活は一度きり。
ベテランの先生からは「そんなやつに教えられる生徒が可
哀想だ」といわれました。生徒がわかる授業をすれば学習
することが楽しいと思い、学校に来ることも楽しいと思っ
てくれるはずです。正直今の現状は、生徒の遅刻が増え学
習することに意欲的でない生徒が目立ちます。これは私た
ち教師側の責任であると痛感しています。
　今の私の目標は、生徒と共に成長していくことです。教
師側から子供たちに教えることがほとんどですが、生徒か
ら教えてもらうこともたくさんあります。生徒自身のこと、
友達のこと、保護者とのこと、悩みごとや思っていること
など。生徒との信頼関係がなければ、何の情報もわかりま
せん。生徒指導もできず、授業もうまくいかなくなります。
生徒と同じ目線に立ち生徒の意見に耳を傾けることが大切
です。生徒のことを第一に考え、生徒とともにお互いの信
頼関係を深めていくことに力を入れていきたいです。
　日々の公務に追われながらももう 1 年が経とうとしてい
ますが、自分の甘さや、未熟さ、社会の厳しさを痛感した
年でした。生徒は可愛いですし、一緒に居るとすごく元気
を貰います。どの教科もそうですが美術の教科は特に得手
不得手に分かれます。生徒にどんな力を身につけさせたい
のかをよく考えて教材研究をするのかが大切です。難しす
ぎても意欲を奪ってしまいますし、簡単すぎても飽きてし
まいます。ですが、上がってきた作品は面白く力作ばかり
です。絵画一つで生徒の心情が読めたりもできます。こう
いった小さな気付きから生徒にアプローチしていくことも
できます。ここが美術教科の最大の強みだと私は思ってい
ます。授業力を磨いて、生徒理解にも繋げていける指導を
目指しています。生徒の笑顔が少しでも増えるように、こ
れから羽ばたいていく生徒の後押しができるように。
　教員を目指される方、社会人として一歩を踏み出される
方もいると思います。同じ社会人の一人として、一緒に頑
張っていきましょう。
生徒と共に成長していく
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兵庫県教員採用選考試験を受験して
芸術工学部　アート・クラフト学科　４年
　　　　　　　　　　　　　　　　　中山　四葉
　私は 2018 年の夏、兵庫県教員採用選考試験を受験しま
した。
　中学生の頃から美術教師に憧れ、大学に入学してからも
その気持ちが消える事は無かった為、受験することを決
意し、藤井教授の指導の元、3 年生の冬から少しずつ試験
対策を進めて行きました。
　私が受けた兵庫県教員採用試験は、一次試験に集団面
接と筆記試験。二次試験に模擬授業・個人面接、実技試験
があります。私はこの中で、筆記試験と個人面接、そして
実技試験に苦戦しました。
　まずは筆記試験。私は 3 年生の 1 月から勉強をスター
トさせました。が、私は一般教養に関してはその期間では
間に合いませんでした。そもそも勉強全般が苦手な私は
教職教養だけでもと思い、1,2 年の時の内容を思い出しな
がら購入したテキストを解きました。しかし範囲があま
りに広く、もっと早く勉強していれば良かったと後悔し
ました。専門教養は過去問を沢山解いて、そこから自分が
解けない所を徹底的に潰していき、試験前日には全問正
解出来るくらいになっていました。が、本番では教科書に
載っている作家や歴史面などが出題され、勿論そんなと
ころ勉強していなかったので、空欄を沢山作ってしまい
ました。
　運良く一次試験に通ることが出来ましたが、二次試験
は一次試験との総合評価で合否が決まります。私は筆記
試験の点が悪いという事は自覚していたので、二次試験
で挽回しかないと思いました。
　個人面接では、藤井教授が作成して下さった今までの
先輩方のデータをもとに、夏休みのお盆期間に毎日面接
練習をしました。私は自分の考えをまとめる事が下手で、
答えているうちに質問内容から反れてしまう事が多々あ
りました。その為、共に練習を受けていた友人に練習中指
摘された事をメモしてもらい、それを見ながらノートに
自分の考えをまとめて、どの角度から聞かれても答えら
れるよう訓練していきました。本番では、志望動機を始
め、沢山の質問をされました。その中でも場面指導の質問
が多く、教育実習しか経験していない私にとって、難易度
が高いと感じましたが、頭の中の引き出しから練習の時
に考えた内容を少しずつ出しながら拙いながらに答える
事ができました。
　デッサンと平面構成は 3 年生の後期から、週に１回藤
井教授にご指導頂きながら練習しました。私は彫金を専
攻しており、大学 2 年の頃から絵らしい絵を描く機会が
無くなっていた為、静物の描き方すら分からず、基礎から
やり直しました。先輩が描いた絵を何度も見て真似をし
てみても教授に沢山の指摘を受け、いつまで経っても上
手く描くことが出来ない自分にイライラし、教授に対し
て失礼な態度で聞いてしまう事もありました。しかし、こ
こで諦めるのは恥ずかしいというプライドが私を支えて
くれ、夏休みは週 6 回に増やして、ラスト 5 日前にやっ
と自分の絵のパターンを作り上げることができました。
試験当日の受験生は、年上の方ばかりで周りの空気に飲
まれそうになりましたが、自分のやってきたことを信じ
いつも通りの自分のやり方で描く事ができました。
　試験を全て終えて、私はまだまだ自分は教師の器では
無いと痛感しました。しかしこの試験対策を始めてから
の期間、自分の制作と並行させながらという事もあり、苦
しい事の方が多かったのですが、厳しいスケジュールを
乗り越え、沢山の教育に関しての勉強をしたことで、私は
視野も広くなり大きく成長する事が出来ました。たとえ
落ちたとしてもきっとこの努力は他のことでも活用でき
るだろうと前向きに考えられるようになりました。
　この期間休みの日にも学校に来てくださり、指導をして
下さった先生方には感謝しても仕切れないと思いました。
　来年度から中学校の美術教員の仲間入りする事になり、
未知な世界に不安でいっぱいですが、あの夏を乗りこえ
たのだからと自分を励まし、この経験を活かして同じ様
にさまざまな試練の機会が多い中学生の手助けが出来る
よう頑張りたいと思います。
兵庫県教員採用選考試験を受験して
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大阪府教員採用選考試験を受験して
芸術工学部　アート・クラフト学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　山本　理緒
　まさか自分が本気で教員を目指すなんて、大学に入学し
た頃の私は思いもしませんでした。教職課程を履修する
きっかけは、大学生活 4 年間の中で何か結果に残る頑張っ
た証が欲しいという考えからでしたが、実習や先生方の教
員として働かれていた頃の経験談を聞き、徐々に教員にな
りたいと考えるようになりました。
　先生方に教員の道を考えているということを 3 回生の秋
頃に伝えると、とりあえず来年の教員採用試験を受ける事
を勧められ、大阪府の教員採用試験を受けることを決めま
した。常勤講師や非常勤講師を数年経験し、何度か採用試
験を受けてやっと合格する人が多いという話を先生方から
聞いていたので、現役合格は難しいと十分理解していまし
たが、どうせ受けるなら全力で取り組もうと決意し、藤井
先生がスケジュールの合間に設けて下さった採用試験の練
習を取り組み始めました。
　大阪府の教員採用試験は、1 次試験に一般教養テスト、2
次試験に面接、3次試験に専門教養テスト・実技（水彩デッ
サンと立体）・面接＋模擬授業があり、まずは 3 次試験の
実技の水彩デッサンを 3 回生の 2 月から練習し始めました。
2 時間 30 分は集中して水彩デッサンに取り組み、描けた
ら藤井先生に添削をして頂き描けていないところを理解し、
次の練習では描けるようにするということを繰り返しまし
た。4 回生になると週に一度水彩デッサンを練習する曜日
を決め、練習に取り組みました。毎週の練習は朝 9時からで、
朝が苦手な私はサボりたい気持ちもありましたが、藤井先
生の根気強いご指導のおかげで描けるようになっていく変
化をやりがいに、なんとかモチベーションを保つことが出
来ました。また面接の練習もご指導頂きました。まだ教育
実習に行っていなかったということもあり、最初は質問に
対して答えることができず苦戦しましたが、私自身が中高
生だった時にお世話になった先生を思い出し、教員として
どのような資質が必要になってくるかを藤井先生からお話
を聞くことで、最終的には自分がどのような思いで教員を
目指しているのかを明確に伝えられるようになりました。
　そうして練習を繰り返しているうちに、すぐ 6 月になり
1 次試験の日程が迫ってきました。1 次試験の対策は 1 か
月前から過去問と学校に置いてある問題集を繰り返し解き、
分からない問題を無くすことで不安を出来るだけ減らすと
いう勉強方法で取り組みました。
　その後すぐに 2 次試験の面接が行われましたが、事前に
面接の練習で藤井先生に教えて頂いたポイントをしっか
り頭に入れておくことで落ち着いて臨むことが出来ました。
日々どれだけ準備をしてきたかという事が本番で自分自身
を励ましてくれるということを実感し、練習の機会を沢山
設けて貰えている自分の環境が恵まれていると改めて気付
かされました。
　残すは 3 次試験でした。専門教養の勉強は過去問を繰り
返し解き中学美術の教科書を何度も目に通すことと、試験
中に指導案を書く問題があり、大学の授業で制作された指
導案を読み込むことで、授業で生徒が何を学習しどんな能
力を身に付けられるようにするかを書けるようにしました。
実技の試験 2 週間前には毎日練習に取り組み、立体の練
習も徐々に増やし作り方を固めていきました。しかし、本
番の実技試験で条件を無視した立体作品を制作し、きちん
と課題条件を読まなかったことを後になって後悔しました。
面接＋模擬授業の試験はみっちりご指導をして頂いたかい
があり、また教育実習期間中に試験があったことで、教員
としての責任や生徒との関わりがどれほど学校生活で重要
であるかということを目の当たりにする日々の最中に面接
を受けることができ、落ち着いて試験に臨めました。無事
最終まで試験を受け終えることが出来、熱心にご指導いた
だいた先生方や一緒に頑張った仲間の支えがあったからこ
そ頑張ることが出来たと、本当に感謝の気持ちでいっぱい
です。
　しかし、結果は残念ながら不合格でした。沢山の時間を
費やし自分なりに努力をしたつもりだったので、本当に悔
しい気持ちでいっぱいになりました。しかし、今回採用試
験を受験し私自身が大きく成長を感じられる貴重な体験で
もあったので、学んだことはしっかり忘れずに次に繋げて
いけるようまた挑戦したいと思います。
大阪府教員採用選考試験を受験して
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芸術工学部　環境デザイン学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　裕樹
　私は、神戸市立科学技術高等学校に 2 週間教育実習に
行きました。短い期間でしたが、学ぶことが多く、内容
の濃い時間を過ごすことができました。
　実習初日、生徒や卒業生ではなく、先生として学校に
行くことを意識しすぎた私は、不安ばかりで緊張してい
ました。しかし、指導教諭をはじめ、知っている先生方
が多く、話しているうちに緊張が解け、実習生としてほ
どよい緊張感で過ごすことができました。
　実習 2 日目以降は主に授業見学や教材研究、実践授業
などを行いました。授業見学では、各教室に設置された
プロジェクターを利用した授業やオリジナルのプリント
を用いた授業など様々な授業方法を見学し、私が在学し
ていた時よりもより授業方法が進歩していると感じまし
た。
　教材研究では、分かりやすい授業を行うために、私が
在学中に使用した教科書と、指導教諭からお借りした新
旧 2 冊の教科書と、実習のために厳選した何冊もの参考
書を利用し、板書計画を立て、実践授業に臨みました。
　計３回させていただいた実践授業と研究授業では、プ
ロジェクターやオリジナルの補足のプリントを利用し、
文字だけでなく写真や図を用いて授業見学で学んだこと
を組み合わせながら授業を行いました。しかし、貴重な
時間をいただいているにも関わらず、時間配分、板書の
文字、話し方等の課題がたくさんあり、自己評価はとて
も低く自分自身の未熟さを知りました。
　授業後の反省会では、指導教諭だけでなく、授業を見
学しに来ていただいた先生に様々なアドバイスをいただ
き、とても勉強になりました。
　とても緊張しながらも充実した 2 週間の教育実習期間
でしたが、指導教諭だけでなく色々な先生方にアドバイ
スを頂いたことはもちろん、生徒からもいろいろ学ぶこ
とができ、とてもよかったです。
　教育実習で学んだことは、教師になったときだけでな
く様々な場所で経験が生きると思うので、学んだことが
無駄にならない生活を送りたいと思います。
芸術工学部　環境デザイン学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　西山　昴輝
　私は、5 月 18 日から 2 週間、和歌山県立和歌山工業高
等学校で、教育実習を行いました。2 週間は長い期間だ
と思っていたが、短く感じてしまう程、充実した期間で
した。
　2 週間で得られたものは、教職の知識だけではなく、
これから生きていくために必要なスキルも学ばせて頂き
ました。その中でも、「冷静さ」が大事だと何度も言っ
て頂きました。
　教職を取ろうとした背景には、実習校である和歌山工
業高校の生徒だった時、先生から「大学に進学するなら
教員免許を取って、また帰って来てね」という言葉があ
りました。その先生は、私に建築の楽しさを教えてくれ
た方でした。
　大学に進学し、教職課程を履修し始めた頃は四年後ま
で学科と両立できるのか不安で、何回も諦めかけました。
しかし、諦めてしまったら後悔するかもしれないので、
もう少し頑張ってみました。
　学年が上がるに連れて学科との両立が難しい状態にな
り、数十人居た仲間達が学年毎に減って行き、ついには
四人となり、お互い残ったもので情報を交換し合い四年
生まで来る事ができました。ここまでの道のりは、一人
で歩んでくるのは無理だったと思います。私の為に力を
貸して頂いた教授や諸先生方、友人があってのことなの
で、今は本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
　これから私と同じ道を歩む後輩達へ伝えたい事は、と
にかく頑張ってと言いたい。頑張った後、自分がレベル
アップしていることが実感できるからです。諦めたいと
思った時は先生にまず相談する事。
　現在、教師は生徒と家庭内の関係を注視していかなけ
ればいけない。そこで、お互いの言い分をそこで良く聴
き積極的に接していくことが大事なのかなと思っていま
す。このような時代だからこそ、教師が心の支えになら
なければいけない。教え、育てる事は難しいけど、たっ
た 2 週間の実習でその楽しさを知り、頑張った分生徒は
ついて来てくれると感じました。
教育実習を通して改めた学んだこと
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芸術工学部　プロダクト・インテリアデザイン学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　北林　宏望　　
　
　私は、中高美術科の免許状を取得するため、神戸市立
舞子中学校で３週間の教育実習をさせていただきまし
た。
  実習１日目は無事に３週間を終えることができるのか
という大きな不安を抱え当日を迎えました。生徒や実習
先の先生方に挨拶を済ませ教育実習についての説明や学
校教育についてのお話を伺い、この３週間をどのように
過ごせば意味のあるものにすることができるのか考えま
した。
  最初の１週間は、主に先生方の授業見学や課題研究を
行いました。授業の進め方や発問の仕方など私が学生の
頃とは全く違ったため、それをどのように授業に組み込
むか担当教論と話し合いを何度も行いました。
　２週目からは授業やＨＲを任されました。初めての授
業では、話がうまくまとまっておらず、生徒たちにうま
く伝わらなかったり、声の大きさが小さくて聴こえにく
かったりと、反省が多くありました。担当教論の先生か
らのアドバイスの元、授業内容について見直し、究授業
に向けて準備を整えました。
　３週目では、いよいよ研究授業が迫っていたため、課
題研究を中心に行いました。研究授業当日は、他の実習
生や先生方の前で授業を行うためとても緊張しました
が、特に目立った失敗もなく自分の中での全力を出すこ
とができたと思います。
　長かったようで短かった３週間もあっという間に過
ぎ、最終日を迎えました。最後のＨＲでクラスの生徒全
員が書いてくれた手紙をいただきました。私は授業を行
う学年が担当クラスとは違ったため、あまり深く関わる
ことができませんでしたが、最後にこのようなサプライ
ズをしていただき、とても感動しました。最初は不安で
いっぱいでしたが、実習はとても楽しく貴重な体験をす
ることができました。この３週間は私の中で一生忘れら
れないものとなりました。
芸術工学部　プロダクト・インテリアデザイン学科　4 年
　　　　　　　　　　　　　　　　　西池　正悟
　私は、2018 年 6 月 4 日からの 3 週間、香川県立高松
工芸高校で教育実習を行いました。インテリアの分野を
専門として、授業をしました。その教育実習を通して、
改めて学んだことが 2 つあります。
　1 つ目は、教員の仕事が多く、多忙なことです。教育
実習先の高松工芸高校は、母校でお世話になった教員も
多く、高校生のときの先生方を別の視点から見ることが
できました。そこで教員の職務は授業以外にもあること
も知ることができました。テスト作成や授業準備はもち
ろん、インターンシップの予定や企業挨拶なども行って
いました。また、文化祭で作品展をするので先生方は空
いている時間を上手く利用して、制作の準備をしていま
した。部活動で顧問を持っている先生は、放課後に部活
動の指導など、教員の 1 日はかなり多忙だと思いました。
先生方の貴重な時間を割いて、私たち教育実習生の指導
していただき、感謝の気持ちでいっぱいです。
　2 つ目に学んだことは、教えることの大変さです。「イ
ンテリア」の教科を担当し、「座学」、「製図」、「実習」
の一通りの科目を授業しました。「座学」の授業では、
教科書を用いてインテリアについての知識を教えまし
た。教科書の説明や言葉では、生徒には上手く伝わらな
いので図や絵をかいて説明するなどの工夫をしました。
生徒は自分が思っている以上に理解していないことが多
く、より解りやすい説明を心がけました。「製図」、「実習」
の授業では生徒に専門の知識や技術を教えました。製図
や実習が得意な生徒はすぐに習得しますが、不得意な生
徒は習得に時間がかかります。作業時間は生徒によって
異なります。それぞれの生徒にあった課題を与え、授業
のバランスをとるように授業内容を考えました。
　よって、教育実習では大きくこの 2 つを学びました。
実際に教員の立場にならないと気づかないことが多くあ
り、とても貴重な体験になりました。
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芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　安西　菜夏　　　
　私は、中高美術科の免許状を取得するため、神戸市立
六甲アイランド高等学校で 3 週間教育実習をさせていた
だきました。
　大学の授業で何度か模擬授業をしたこともありました
が「教師に向いてないのではないか」などと思うことも
あり、教育実習に対して不安な気持ちが大きかったです。
しかし、実際 3 週間という期間はとても短く、充実した
教育実習となりました。
　私は月曜日 1 限・6 限、水曜日 1 限、金曜日の 2 限が担
当の授業でした。生徒のやる気を起こさせる発問や参考作
品の制作、ワークシート作りなど、工夫しながら授業内
容を練ることがとても楽しかったです。とくに月曜日の 1
限の授業は生徒が眠たくならないように、どのようにすれ
ば朝 1番からやる気を出して授業に参加できるかを考えま
した。指導教員の先生から「教師の声や表情に少しでも元
気がなければ、それが生徒にも伝わるよ」というアドバイ
スをいただき、声のトーンや笑顔について普段より意識す
るよう心がけました。生徒が朝から元気で授業を受けられ
るように、教師である私自身が元気でなければならないと
いうことを何度も実感させられた授業でした。
　さらに、授業中必ず一度は生徒 1 人 1 人を褒めるよう
にすることも目標としていました。すると授業アンケー
トで生徒から「いつも褒めてくれて嬉しかった」という
コメントがありました。私も学生時代、先生から褒めて
もらえると嬉しかったことを思い出しました。先生にし
ていただいて嬉しかったことを、今度は教師である私が
生徒にしていきたいと思います。
　この教育実習を通して、教師の仕事の大変さを知ると
ともに、生徒にとって大切な時期に多く関わることので
きる素晴らしい職業であると感じました。また、生徒か
ら元気や笑顔をたくさんもらうことができました。放課
後、生徒と進路について話したり、部活動や文化祭の準
備など、かけがえのない時間を共に過ごすことができて
本当に良かったです。
芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　4 年　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　宇野　優子
　私は、中高美術科の免許状を取得するため、兵庫県姫
路市立高丘中学校で３週間教育実習をさせて頂きまし
た。
　私が教育実習を通して生徒理解の重要性を痛感しまし
た。私は、ありがたいことに授業をさせていただく機会
が多く、1 日に 2 回同じ内容の授業をさせていただくこ
とがありました。その時 1 回目にしたクラスは美術が好
きな生徒が多く、モチーフの多い参考作品を見せると盛
り上がり授業がしやすいと感じました。そこで、次のク
ラスでもその参考作品を見せ説明しました。しかし、そ
のクラスではあまりうまく行かず、そのまま授業が終
わってしまいました。その後、指導教諭に、後半行った
クラスで先に難しい参考作品を見せると、苦手意識の高
い生徒がやる気をなくすと指摘を受けました。私自身が
美術を苦手だと感じたことはほとんどなく、苦手な生徒
の気持ちをあまり理解していなかったことが要因でし
た。
　その後の授業からは、授業で指示する内容をより細か
く説明し、机間巡視を小まめにしていくことにしました。
どこで生徒がつまづいているのかを知るには、机間巡視
を行っていくことで気付くことができます。大学で模擬
授業をしているときにはこの重要性には気付けませんで
した。自分で授業を組み立てるとき、生徒はここまでな
ら理解できると考えながら作っていました。しかし、生
徒に教えていくうちに、自分のイメージ通りに進んでい
く生徒は少数派でした。大半の生徒がより詳しい説明や
個人対応をやって、授業の内容を理解できました。
　計画通りに授業を進めるのも大切なことですが、それ
以前に生徒が楽しんで理解できる授業することが重要で
す。そのためには、クラスや個人の特徴を掴み授業に反
映していくことが、生徒が楽しんで理解できるきっかけ
になると思います。生徒主体の授業をいかに行っていく
か貴重な経験を得られました。
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芸術工学部　ビジュアルデザイン学科　4 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　品川　莉沙
　私は兵庫県立龍野北高等学校で、三週間の教育実習を
行いました。数年前まで生徒として通っていた母校に、
実習生としてまた戻って来られて、懐かしいながら、緊
張も大きく新しい景色を見ているようでした。
　私はこの教育実習を通して、生徒と積極的にコミュニ
ケーションをとることの大切さを改めて学ぶことができ
ました。実習 4 日目から最終日まで、朝と帰りのホーム
ルームを任せて頂きました。初めはすごく緊張し、連絡
事項を伝えるだけで精一杯でした。毎日生徒と関わる
チャンスでしたが、生徒と距離を縮められている実感が
ありませんでした。そんな私に指導教諭が「生徒一人一
人をしっかり見ることが大切だよ」と声をかけて下さり、
私は「生徒一人一人を見る」にはどうすればいいのか、
何度も真剣に考えました。
　私が生徒の立場だったころ、教育実習生や新しい先生
が、自分の名前を覚えてくれていると、ちゃんと私を見
てくれているんだなと嬉しかったことを思い出しまし
た。私は担当クラスの生徒の名前と顔を 3 日目には覚え
ていました。その生徒の名前を積極的に呼ぶことが、生
徒と距離を縮めるためのひとつのきっかけなのではない
かと考えました。実際に、生徒と校内で会ったとき、名
前を呼んで声をかけることを心がけていると、「もう名
前を覚えてくれたんだ！」と喜んでいる生徒がいたと担
当教員から聞いたときはすごく嬉しかったです。そうし
て生徒との関わりが深まると共に、ホームルームで前に
立った時、生徒一人一人の顔、様子がはっきり見えるよ
うになりました。緊張して自分のことで精一杯だった始
めの頃とは違った景色が見えてきました。連絡事項だけ
でなく「今日は実習だから頑張ってね」など言葉をかけ
られるようになりました。こうした毎日のコミュニケー
ションの積み重ねが、良いホームルームや授業に繋がる
のだと実感しました。教員としても、人としても成長で
きた教育実習になりました。
芸術工学部　アート・クラフト学科　4 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　芝﨑　侑華
　私は、2018 年 5 月 21 日から 3 週間、兵庫県の姫路市
立神南中学校で教育実習をさせていただきました。
　不安な気持ちで実習期間を向かえた私を、生徒たちは
元気いっぱいの挨拶で迎えてくれました。
　研究授業の題材は、私が大学で学んでいるガラスの分
野で、窯を用いてペンダントトップを制作するという授
業をやらせていただきました。ほとんどの生徒がガラス
に触れたことがなく、興味を示して一生懸命制作をして
いた様子が印象深いです。どの学年の生徒も質問をして、
積極的に授業に参加していました。しかし、ガラスの魅
力について学んでほしいという気持ちが強く、ガラスの
性質についての座学と制作を行う実技を 50 分の授業の
中に組み込むという時間配分に無理のある授業計画で、
生徒たちにじっくりと制作をさせることができませんで
した。また、ガラスは魅力的な素材である反面、鋭利で
怪我をしやすい材料でもあります。1 人で授業をしても
確実に教室全体へ安全面の配慮が行き届くようにするこ
とがこれからの大きな課題点です。
　実習中に一番心に刺さった言葉があります。「生徒が
できることは生徒にやらせる」という言葉です。出来な
いことを出来るようにすることが教師の仕事なのだと深
く考え、学ぶことができました。生徒が楽しんで授業を
受け、新しいことを知り、できることを増やしていく様
子を短い時間の中ではありましたが肌で感じることがで
き、どのように関心を持たせ楽しんで制作させるか、分
かりやすく伝えるにはどうすれば良いかと研究を重ねる
教職のやりがいを感じました。
　最終日には担当クラスや美術部の生徒たちからサプラ
イズのプレゼントやお別れ会があり、3 週間生徒たちと
向き合い、美術の楽しさを伝えようと必死に頑張って本
当によかったと心から思えました。
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芸術工学部　アート・クラフト学科　4 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　中塚　優音
　私は、中高美術科の教員免許を取得するため 2018 年
5 月 28 日から 3 週間、兵庫県神戸市立塩屋中学校で教育
実習を行いました。自身の母校でもありお世話になった
先生方がまだいらっしゃる中での実習となったのでとて
も緊張感がありました。私は、美術科担当の先生とクラ
ス担当の先生の 2 名からご指導していただき、指導のプ
ロから二通りの指導方法が経験できる良い機会でした。
　3 週間の中で最も多くの時間を過ごすことになった担当
のクラスでは、自己紹介もタジタジで、自分も生徒たち
も不安いっぱいでした。クラスでは主に ST や HR の参加、
毎日の日記のコメント書き、生徒たちと多くの情報交換が
できるように休み時間などはできるだけ生徒たちと過ご
すように心がけました。美術の時間は 2 年生 5 クラスを 1
時間ずつもらい、ドロッピングという技法を指導しまし
た。準備していたこと以上のこと、想定していなかったこ
との連続で十分に伝えたいことが伝えられないことがと
ても悔しく、授業をするという難しさを痛感しました。
　しかし、両先生から「授業が上手くいくことはまずな
い」ということを教えていただきました。長い間教師を
していても、日々失敗し、学び、改善していくものだと
いうことです。そうしていくことで生徒理解にもつなが
り、生徒も教師自身も成長していくことなのだと教わり
ました。
　最終日には生徒たちがドロッピングを使って大きな木
を描き一人ずつメッセージを書いてプレゼントしてく
れ、自分が伝えられていないと思っていたことを生徒は
受け止めてくれていたことにとても感動しました。
　教師とは、一人の生徒の人生を変えることができる唯
一の仕事だと私は思います。良い方にも悪い方にも生徒
を導くことができます。しかし、中学生の頃の私の人生
のたった 50 分間の授業の中で教わった小さな知識が未
だに私の中に残り、私も伝える側として生きていきたい
と思いました。
科目等履修生　
　　　　　　　　　　　　　　　　　富永　明日香
　私は、高校工業科の免許を取得するため、2018 年 5
月 28 日から２週間兵庫県立兵庫工業高等学校で教育実
習を行いました。元々ファッションデザイン・テキスタ
イルを学んでおり、アパレルコースのあるデザイン科で
実習を行うことができました。デザイン科の生徒は約８
割が女子生徒ということもあり、とても接しやすい環境
でした。研究授業は、実習開始時より担当教諭に相談が
でき、得意分野を生かした授業づくりができました。個
人的な目標として実習的要素を取り入れたいと考えてい
たため、学校から材料を提供してもらい、準備を行いま
した。その際に先生方には材料の提供からアドバイス、
準備の手伝いをしていただき、本当に感謝しきれないも
のでした。公開授業の反省をもとに生徒たちには布を見
せたり、歩かせることが出来た点は最終の反省会でも褒
められ、嬉しかったです。反省点は授業が急ぎ足になっ
てしまったこと、原稿を見すぎてしまった点でした。教
頭先生から「教員が熱意を持っていれば生徒たちは見て
くれます。先生自身の雰囲気は大切だ」と言われたアド
バイスはとても心に響きました。　
　実習を終え、生徒のことを思い出すと、子供の心理に
ついて考えることが多くなりました。授業はわかりやす
いことが全てではなく、好きな先生の授業は頑張ると
いった生徒の発言を聞き、好感度の高いタレントが宣伝
する商品が売れることを思い出しました。また◯先生は
◯ちゃんがお気に入り、といった生徒たちが何を敏感に
感じるのか、実習に行ったことでわかることがたくさん
ありました。大学で机上で学ぶことは事前準備として大
切です、どちらもそこでしか学べないことがあり、そこ
を生かした実習はとても有意義なものとなりました。座
学・実習どちらも欠かせないことだと実習を終えてよく
わかりました。
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芸術工学部　アート・クラフト学科　3 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　石井　風子
　私は来年度の教育実習の前に経験を積みたいという理
由で今回、神戸市の中学校でスクールサポーターとして活
動させて頂いています。
  スクールサポーターを始めたばかりの頃はまず学校の
雰囲気に慣れるため、私の専門である美術の授業に参加さ
せて頂きました。最初は美術の授業の展開方法を学びなが
ら制作している生徒を見て回っていたのですが、授業数を
重ねるうちに色ムラの出ない絵の具の塗り方が分からず
首を捻っている生徒等、先生の目の届かない所で困ってい
る生徒の存在に気づき始めました。生徒にアドバイスを行
うと、授業後に私の元へ来て笑顔で「いい絵が描けまし
た！ありがとうございます！」と言われ、とても嬉しい気
持ちになり、やり甲斐を感じました。また授業だけではな
く、全生徒の作品の名札貼りや出席番号順に並び変える仕
事等をお手伝いさせて頂きましたが、人数が多いためこの
何気ない作業１つがとても重労働であり、教師の大変さも
経験を通して実感しました。
  美術以外の全学年全教科の授業に参加させて頂いてか
らもたくさんの発見がありました。最も驚愕したのはアク
ティブ・ラーニングを取り入れた理系科目の授業です。例
えば今回参加させて頂いた数学の授業では、生徒同士班に
なり机を合わせ、班全員で出された問題について相談しな
がら解き、それぞれの班ごとに出した答えについて発表を
行う、という形式で行われ、主体的・対話的な深い学びを
実現されており、私の知る数学の授業との違いに衝撃を受
けました。勿論アクティブ・ラーニングについては教職の
授業で何度も学びましたが、実際学校現場においてどのよ
うに活用されているのかについては実際参加しないと分
からなかったことであると強く感じました。
  これら以外にも、休み時間に生徒と関わったり等するこ
とで 1 日の中で学べることは非常にたくさんあります。
これらの経験を生かし、来年度の教育実習に生かしていき
たいと思います。
芸術工学部　ファッションデザイン学科　2 年　
　　　　　　　　　　　　　　　　　仲里　凛子
　私は、実際の教育現場に興味関心があり、今回スクール
サポーターに参加しました。初めてサポーターとしての活
動だったので、今の自分にできることをできる形でやろう
という気持ちで望みました。
　実際授業に入って気づいたことは、人数が少ないからこ
そ他学年との交流が盛んであり、上級生が下級生の良いお
手本となっている場面が多く見られました。さらに、「ヤ
ゴ救出作戦」、「梅ジュース作り」などの自然の中で行う
体験学習の時間が多くあるのが印象的でした。その中でも、
「さつまいものマルチ張り」は地域の方の協力を得ながら、
子供達もしっかり話を聞き、熱中して打ちこみ、私も一緒
に楽しく作業する事が出来ました。地域や他学校との交流、
自然の中で、仲間と今しかできない貴重な体験は、大切な
コミュニケーションの場でもあり、これから社会で役立つ
力を身につける必要な時間だと感じました。
　算数の授業では、計算が苦手な子に図や手を使って一緒
に解いたり、「全問正解、すごいね」と声をかけた時の子
供の嬉しそうな顔を見て、教えることの面白さに気づく事
が出来ました。しかし教えるということは、理解速度やつ
まずくポイントは人それぞれであることを前提に、全員が
同じ方法では通用せず、個に応じた指導を見つけ、事前に
教材についての理解を深めておかねばならないと学ぶ事
が出来ました。授業外では、休み時間にドッジボールをし
たり、クラスの子について教えてもらいながらお絵かきな
どをして、楽しい時間を過ごす事が出来ました。
　今回短い期間ではありましたが、スクールサポーターと
して活動する中で、実際に先生方が行なっている児童の指
導、授業の進め方、生徒と同じ目線に立ち学習に参加する
事で、教師と児童、両方の視点から教育現場で必要な知識
と考え方を学ぶ事が出来ました。さらに、今回の経験を通
しで自分の課題点にも気付く事が出来、本当に良い体験と
なりました。今後も教職課程も頑張りたいです。
神戸市スクールサポーターを経験して

　　　　　報告・記録
この章では、本学の教職課程の活動記録、各種統計データを記載しています。
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教職課程履修者数／教員採用試験の状況／就職状況の概要
2018年度　教職課程履修者数
1 年 2 年 3 年 4 年
科目等
履修生
学科合計
環境デザイン学科 16 2 3 5 1 27
プロダクト・インテリアデザイン学科 15 6 5 2 0 28
ファッションデザイン学科 3 5 1 0 1 10
ビジュアルデザイン学科 14 9 6 4 1 34
まんが表現学科 6 3 3 0 0 12
映像表現学科 3 4 4 0 0 11
アート・クラフト学科 11 6 9 5 0 31
合　　計 68 35 31 16 3 153
就職状況の概要（過去３ヵ年）
常勤講師 非常勤講師
その他 合計
卒業年度 高等学校 中学校
特別支援
学校
高等学校 中学校
特別支援
学校
2016 0 0 5 2 1 0 2 10
2017 0 0 5 6 0 0 0 11
2018 0 0 0 3 0 0 0 3
合計 0 0 10 11 1 0 2 24
※2018年度２月現在で公立学校のみ。
教員採用試験の状況
2019年度教員採用試験（兵庫県）　合格１名　　中学美術
　　　　2019年度教員採用試験（香川県）　合格１名　　高等学校実習助手
（人）
（人）
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教員免許状一括申請授与件数
教員免許状一括申請授与件数（過去３ヵ年）
卒業年度 2016 2017 2018 合計
芸術工学部
環境デザイン学科
（環境・建築デザイン学科）
高等学校 工業 3 0 2 5
プロダクト・インテリアデザイン学科
（プロダクトデザイン学科）
中学校 美術 1 3 2 6
高等学校
美術 4 3 2 9
工芸 3 3 1 7
ファッションデザイン学科 高等学校 工業 0 2 0 2
ビジュアルデザイン学科
中学校 美術 4 3 4 11
高等学校
美術 7 4 4 15
工芸 1 3 0 4
まんが表現学科
中学校 美術 3 0 0 3
高等学校
美術 3 2 0 5
工芸 2 0 0 2
映像表現学科
中学校 美術 2 3 0 5
高等学校
美術 4 5 0 9
工芸 0 2 0 2
アート・クラフト学科
（クラフト・美術学科）
中学校 美術 3 6 5 14
高等学校
美術 3 9 5 17
工芸 1 8 3 12
合　　計 44 56 28 128
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教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会委員／教職課程 ・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
2018年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会委員
 委員長 津田　 徹 基礎教育センター　教授
  山﨑 　均 基礎教育センター／アート・クラフト学科　教授
  藤井 淳一 基礎教育センター　特任教授
  福島 美和 基礎教育センター　特任教授
  浅場 正宏 基礎教育センター　特任教授
  花田 佳明 環境デザイン学科　教授
  曽和 具之 プロダクト・インテリアデザイン学科　准教授
  ばんば まさえ ファッションデザイン学科　教授
  高  台泳 ビジュアルデザイン学科　准教授
  橋本 英治 まんが表現学科　教授　
  金子 照之 映像表現学科　准教授
  平林 幹生 教務課長
2018年度　教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の活動記録
日　時 主　な　内　容
第１回 2018年５月22日（火）
2018 年度 教職課程・博物館学芸員課程運営委員会スケジュールについて
教員免許状更新講習の実施について
2018 年度 教職課程にかかる各種業務取り纏め担当について
2019 年度 教員採用試験における大学推薦について
卒業生の教員採用状況について　
2018 年度 教育実習予定者について
2018 年度 介護等体験予定者について
第２回 2018年７月25日（水）
2018 年度 博物館学芸員課程・教職課程年報の概要とスケジュールについて
教職再課程認可に伴う科目移行への対応について
教職課程の再課程認定について
2018 年度 教育実習訪問指導について
2018 年度 博物館実習の実施について
2019 年度 教員採用試験の状況について
第３回  2018年11月28日（水）
2019 年度 教職課程の再課程認定申請について
2019 年度 教職課程のカリキュラムについて
2019 年度 博物館学芸員課程のカリキュラムについて
2019 年度 教員免許状更新講習の実施について 
教員免許状更新講習における卒業生支援について 
2018 年度 教職課程及び博物館学芸員課程年報の構成について
2019 年度 教員採用試験結果及び進路希望状況について
2018 年度 博物館実習実施報告について
2018 年度 博物館インターンシップの実施について
2018 年度 教職座談会の実施について
第４回 2019年２月13日（水）
教職課程〔変更届〕の提出について（過年度生分）
改正免許法／経過措置にかかるカリキュラムの改正について
「教育職員免許状取得に関する規程」の改正について
「博物館学芸員課程に関する規程」の改正について
「教育職員免許状取得に関する規程」の改正について
2019 年度 教育職員免許状更新講習の申請について
2019 年度 教職再課程認定申請の結果について
2018 年度 教員免許状授与予定者について
2018 年度 博物館学芸員課程修了予定者について
2019 年度 教職面談の実施について
卒業生教職ネットワークの設立について
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教員採用試験対策セミナー実施状況
2018年度　教員採用試験対策セミナー実施状況
期　　日 内　　容 担当
前
　　　
期
第１回 　４月２８日（土）
教員採用試験に向けて
専門教養（主に美術分野）
藤井
第２回 　５月１９日（土） 教職教養（一般教養を含む）の要点 津田
第３回 　５月２６日（土） 専門教養（主に工芸分野）の要点 福島
第４回 　６月　２日（土）　専門教養（主にデザイン分野）・面接の要点 藤井
第５回 　６月１６日（土） 教員採用試験対策のまとめ 浅場
後
　　　
期
第１回 １１月１０日（土）
教員採用試験に向けて
専門教養（主に美術分野）と面接の概要
藤井
第２回 １２月　１日（土） 専門教養（主に工芸分野）の要点 福島
第３回 １２月　８日（土） 教職教養（一般教養を含む）の要点 津田
第４回 １２月２２日（土） 専門教養（主にデザイン分野）・面接の要点 藤井
第５回 　１月１２日（土） 教員採用試験対策のまとめ 浅場
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『神戸芸術工科大学　教職課程年報』 に関する概要
『神戸芸術工科大学 教職課程年報』に関する概要
１．ねらい
　　本学の教職課程における教育・研究活動に資するため、『神戸芸術工科大学　教職課程年報』を設ける。
２．投稿資格者
　　①本学教職課程担当の教職員（専任、特任、非常勤）
　　②教職課程教育実習校等の関係者
　　③本学教職課程履修生（科目等履修生を含む）
　　④既卒者（現役教員等）
３．原稿の構成
　　①投稿者からの論文、研究ノート・ルポルタージュ・エッセイ等
　　②課程履修生の教育・学修成果の報告
　　③既卒者からのメッセージ
　　④教職課程の年間運営活動の報告
　　⑤教職課程履修者数、免許取得件数
　　⑥その他（必要に応じて、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて審議する）
４．発行
　　年度末（毎年 3 月中旬）に発行する。
５．編集
　　教職課程専任教員および事務局職員とする。
　　原稿は執筆者本人による責任とする。
　　原稿形式は、『神戸芸術工科大学紀要』の執筆要項に準ずる。
　　提出は、完全原稿とする。執筆手続きについては別途定める。
６．頒布対象者
　　頒布を希望する本学教職課程関係者（教員、職員、学生、本学関係者）、関係機関、その他
　　執筆者
　　国立国会図書館
　　本学情報図書館　※本学情報図書館 HP に電子版をアップロードする
７．発行部数
　　250 部とする（各課程年報の合本印刷とし、履修学生の増減によって調整する）。
８．その他
　　詳細は別途定める。また、必要に応じて教職課程・博物館学芸員課程運営委員会にて検討する。
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編集後記
2018 年度　教職課程編集後記
　今年も無事に『2018 年度教職課程年報』を発刊すること
ができました。御執筆を御担当頂きました皆様に心より御
礼申し上げます。
　新年度から、教職課程の（法改正に伴い）新しい制度が
スタートします。教職免許状取得についての法律が改正さ
れたためです。その結果、特別支援教育や総合的な学習の
時間の指導法などの教職免許状取得に必要な新たな科目が
登場することになります。また（中・高共に）新学習指導
要領も小学校・中学校が 2017（平成 29）年、高等学校が
2018（平成 30）年にが告示されました。言うまでも無く、
現在、学校を取り巻く状況は、複雑多岐にわたり厳しくな
っています。教師に何が求められるのか、今後学校はどの
ように変化していくのか、社会は教育に何を期待するのか、
など考えるべき内容が山積しています。
　こうした厳しい状況においても本学では真剣に教職を目
指す学生が多数います。昨年度に続き今年度も、卒業生、
在学生が教員採用試験で健闘しました。本学が把握してい
るだけの情報ですが、大阪市立高校の工業科 2 名、兵庫県
中学校美術科 4 名（うち現役合格 1 名）の合格の報告を受
けました。特任の先生の手厚いご指導も功を奏しました。
最終選考まで進み目的が叶わなかった学生もいました。今
回の報告では、志を立て、初志貫徹、努力し、いかに目的
に到達しうるか、工夫を凝らしたり努力し直したりする様
子を書き記してくれました。同じ志を有するみなさんには
参考になることでしょう。また神戸市スクールサポーター
の報告や教育実習を終えての報告も掲載することができま
した。これらの（いずれの）報告も教師を目指すみなさん
にとって少なからず参考となるはずです。
　この冊子を発刊するにあたり、今年も齊木崇人学長をは
じめ、教職課程・博物館学芸員課程運営委員会の各先生方、
平林幹生教務課長、教務課職員の田中真弓さん、教務課職
員西岡基さんの御協力を賜りました。編集委員を代表して
御礼申し上げます。
津田　徹
基礎教育センター 教授
